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兵庫の治山・林道と森林整備

題字  谷　洋一 会長

第20号平成18年6月30日発行

● 平成18年度林務課・森林動物共生室・豊かな森づくり室　関係予算の概要
● 平成18年度治山課・森林保全室　関係予算の概要
● 平成18年４月からスタート「県民緑税」の導入について（兵庫県）

● 治山工事による風倒木フォローアップ作戦の実施について
　（農林水産部農林水産局治山課治山係長　太田雄一郎）

● 新たにケヤキ苗木５万本の生産に取り組んでいます（兵庫県林業種苗協同組合）

● ひょうご農林水産ビジョン2015の策定（兵庫県農林水産部）

● 新緑の瀞川・氷ノ山林道で自然観察ウォーキングを実施
● 新緑の丹波の森公苑で「ひょうご森の祭典2006」を盛大に開催　
　（農林水産部農林水産局豊かな森づくり室）

● 「兵庫の森林土木史」の発刊及び出版記念パーティの開催
● 「フォレスト・フォトライブラリー」開設のご協力について（お願い）
● 兵庫のキノコ（8）（丹波県民局地域振興部柏原農林振興事務所治山課長 正井 俊郎）

● 協会だより

新緑の瀞川・氷ノ山林道  自然観察ウォーキング
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県
産
木
材
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
木
材
産
業
を
振
興
し
、
そ
の

こ
と
が
林
業
生
産
活
動
を
支
え
、
林
業
が
農
山
村
地
域
の
活
性
化
を
も

た
ら
す
こ
と
か
ら
、「
産
業
を
支
え
る
森
づ
く
り
」
を
展
開
し
て
、
伐

採
・
植
栽
・
保
育
の
林
業
生
産
サ
イ
ク
ル
を
円
滑
に
循
環
さ
せ
る
と
と

も
に
、「
森
の
恵
み
」
の
担
い
手
で
あ
り
守
り
手
で
あ
る
林
業
労
働
従

事
者
の
雇
用
・
就
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
森
林
の
公
的
管
理

と
県
民
参
加
を
支
援
す
る
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
や
、
野
生
動

物
を
総
合
的
、
科
学
的
、
計
画
的
に
保
護
管
理
す
る
「
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ

フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
質
な
水
源
の

確
保
や
山
地
災
害
の
防
止
、
ま
た
、
人
と
野
生
動
物
の
共
存
な
ど
、
県

民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
「
生
活
を
豊
か
に
す
る
森
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

特
に
平
成
16
年
の
台
風
に
よ
る
甚
大
な
風
倒
木
被
害
の
反
省
か
ら
、

森
林
の
適
正
な
管
理
こ
そ
が
、
安
心
・
安
全
な
県
土
づ
く
り
を
支
え
る

基
盤
と
な
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
平
成
18
年
度
か
ら
社
会
全
体
で
森
を

守
り
育
て
る
仕
組
み
と
し
て
「
県
民
緑
税
」
を
導
入
し
、「
災
害
に
強

い
森
づ
く
り
」
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ⅰ
、
産
業
を
支
え
る
森
づ
く
り

１
、
林
業
・
木
材
生
産
の
振
興

⑴
林
業
・
木
材
産
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

　

経
営
基
盤
が
脆
弱
で
資
金
調
達
力
が
弱
い
林
業
・
木
材
産
業
経
営

者
に
低
利
・
無
利
子
の
資
金
を
融
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
及
び

木
材
産
業
の
健
全
な
発
展
、
木
材
生
産
及
び
流
通
の
合
理
化
の
促
進

を
図
る
。

︹
拡
︺
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
２
０
０
、０
０
０
千
円

木
材
産
業
等
高
度
化
推
進
資
金　
　
　
　

９
０
７
、５
９
４
千
円

⑵
林
道
・
作
業
道
の
整
備

　

森
林
整
備
作
業
の
効
率
化
に
よ
る
素
材
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
、
及

び
労
働
強
度
の
軽
減
や
安
全
衛
生
の
確
保
を
図
る
た
め
、
路
網
の
整

備
・
拡
充
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

造
林
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、６
１
０
、１
２
６
千
円

︹
新
︺
低
コ
ス
ト
経
営
団
地
整
備
事
業　
　
　

１
７
、０
０
０
千
円

⑶
森
林
組
合
の
育
成
・
強
化

　

多
く
の
森
林
組
合
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
、
地
域
の
森
林

所
有
者
の
期
待
に
応
え
う
る
自
立
的
経
営
が
で
き
る
事
業
体
を
め
ざ

し
、
広
域
合
併
を
有
力
な
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
推
進
し
つ
つ
、
組

織
系
統
全
体
の
育
成
・
強
化
を
図
る
。

森
林
組
合
等
経
営
基
盤
強
化
対
策
事
業　
　
　

２
、３
４
０
千
円

森
林
施
業
推
進
環
境
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

１
、４
４
０
千
円

森
林
組
合
機
能
強
化
資
金
貸
付
金　
　
　

３
０
０
、０
０
０
千
円

流
域
林
業
活
性
化
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
、３
５
７
千
円

⑷
林
業
技
術
の
開
発
と
普
及

　

木
材
等
の
利
用
技
術
や
環
境
に
調
和
し
た
森
づ
く
り
技
術
な
ど
多

様
化
・
高
度
化
す
る
要
請
に
応
え
る
研
究
・
開
発
と
と
も
に
、
林
業

普
及
指
導
員
に
よ
る
そ
れ
ら
林
業
技
術
の
普
及
活
動
指
導
や
高
性
能

林
業
機
械
・
車
両
系
建
設
機
械
・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

等
の
林
業
技
術
研
修
、
指
導
林
家
等
・
山
村
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
を
通

じ
て
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者
の
育
成
、
森
林
・
林
業
の
理
解

者
・
支
援
者
を
拡
げ
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
す
る
。

森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
研
究
費　
　
　
　
　

５
、７
７
７
千
円

林
業
技
術
普
及
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
、５
４
３
千
円

　
（︹
新
︺
県
産
木
材
活
用
人
材
養
成
事
業　

１
、４
５
０
千
円
）

２
、
林
業
の
担
い
手
の
育
成
と
支
援

⑴
森
林
整
備
の
担
い
手
確
保
対
策

　

林
業
へ
の
本
格
就
業
を
目
指
し
、
次
項
の
研
修
生
（
緑
の
研
修

生
）
を
希
望
す
る
林
業
未
経
験
者
に
対
し
、
森
林
・
林
業
の
基
礎
知

識
や
基
礎
技
能
を
習
得
さ
せ
る
基
礎
研
修
並
び
に
就
業
２
年
目
以
降

の
者
を
対
象
に
、
風
倒
木
処
理
の
安
全
作
業
と
高
性
能
林
業
機
械
を

利
用
し
た
安
全
な
林
外
搬
出
作
業
の
研
修
の
実
施
。

森
林
整
備
の
担
い
手
確
保
対
策
事
業　
　
　
　

２
、０
１
０
千
円

⑵
緑
の
雇
用
担
い
手
対
策

　

林
業
就
業
に
意
欲
の
あ
る
若
者
等
（
林
業
体
験
者
）
を
対
象
に
、

森
林
組
合
等
で
「
緑
の
研
修
生
」
と
し
て
雇
用
し
、
１
年
間
の
実
地

研
修
を
通
じ
て
本
格
的
な
森
林
整
備
の
担
い
手
を
育
成
す
る
。（
基

本
研
修
）

　

ま
た
、
就
業
後
２
年
目
の
上
記
の
研
修
生
で
専
ら
伐
木
造
材
作
業

に
従
事
す
る
者
を
対
象
に
か
か
り
木
や
風
倒
木
を
安
全
に
処
理
す
る

た
め
の
研
修
を
実
施
。（
技
術
高
度
化
研
修
）

（
全
国
森
林
組
合
連
合
会
事
業
）

県
内
森
林
組
合
実
施
分
計　
　
　
　

１
０
０
、０
０
０
千
円
程
度

（
県
予
算
は
通
ら
な
い
）

⑶
林
業
労
働
力
の
育
成

　

森
林
整
備
と
林
業
生
産
活
動
の
担
い
手
を
安
定
的
に
確
保
・
育
成

す
る
た
め
、
魅
力
あ
る
職
場
を
め
ざ
し
て
福
利
厚
生
な
ど
就
労
条
件

の
改
善
や
労
働
安
全
対
策
を
進
め
る
ほ
か
、
月
給
制
森
林
技
術
者
の

雇
用
確
保
を
支
援
す
る
。

林
業
労
働
力
育
成
対
策
事
業　
　
　
　
　
　
　

２
、９
０
３
千
円

森
林
技
術
者
確
保
対
策
事
業　
　
　
　
　
　

７
４
、５
５
０
千
円

⑷
特
用
林
産
物
の
生
産
振
興

　

農
林
業
の
複
合
経
営
作
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
就
労
機
会
の
創
出
、

定
住
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、
消
費
者
の
需
要
動
向
に
的
確
に
対
応

し
た
き
の
こ
等
の
生
産
振
興
と
と
も
に
、
安
全
性
や
健
康
へ
の
機
能

性
の
普
及
啓
発
に
よ
り
消
費
拡
大
を
図
る
。

特
用
林
産
振
興
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
３
４
千
円

３
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
と
交
流
空
間
の
整
備

森
林
総
合
利
用
施
設
の
利
用
促
進

　

林
業
構
造
改
善
事
業
等
に
よ
り
森
林
空
間
を
活
用
し
て
整
備
し
た

都
市
と
山
村
の
交
流
拠
点
施
設
や
、
森
と
の
ふ
れ
あ
い
拠
点
と
し
て

整
備
し
た
県
立
三
木
山
森
林
公
園
の
一
層
の
利
用
促
進
を
図
る
。

林
業
構
造
改
善
対
策
事
業　
　
　
　
　
　

２
３
３
、９
１
０
千
円

三
木
山
森
林
公
園
管
理
運
営
費　
　
　
　

１
８
５
、３
７
４
千
円

４
、
県
産
木
材
の
利
用
促
進
と
供
給
体
制
の
整
備

ひ
ょ
う
ご
の
木
造
・
木
質
化
作
戦

⑴
県
立
施
設
木
造
・
木
質
化
30
％
作
戦
の
展
開

　

平
成
15
年
以
降
に
建
設
・
改
修
す
る
県
立
施
設
に
つ
い
て
、
法
規

制
等
に
よ
り
木
材
利
用
が
困
難
な
場
合
を
除
き
、
木
造
化
又
は
延
べ

床
面
積
の
30
％
以
上
に
相
当
す
る
面
積
を
木
質
化
す
る
。

（
18
年
度
：
木
造
化
14
施
設
、
木
質
化
14
施
設
）

２
、５
２
２
、９
１
９
千
円

⑵
県
産
木
造
住
宅
10
倍
増
作
戦
の
展
開

　

県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
制
度
の
融
資
枠
を
５
０
億
円

に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
県
産
木
材
を
利
用
し
た
内
装
材
の
利
用
拡

大
を
図
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
に
優
れ
た
内
装
材
の
製
品

開
発
及
び
モ
デ
ル
住
宅
の
増
設
を
進
め
る
。

︹
拡
︺
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
事
業

６
、１
２
２
、８
３
０
千
円

︹
拡
︺
住
宅
等
内
装
木
質
化
促
進
事
業　
　
　
　

３
、４
１
２
千
円

︹
拡
︺
県
産
木
材
利
用
内
装
材
製
品
開
発
支
援
事
業２

、６
０
０
千
円

県
産
木
材
住
宅
研
修　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
１
千
円

⑶
暮
ら
し
の
中
に
木
材
を
取
り
入
れ
る
運
動
の
展
開

　

木
の
効
能
・
効
果
の
普
及
啓
発
を
は
じ
め
、
県
産
木
材
製
品
の
展

示
及
び
木
材
利
用
に
関
す
る
相
談
活
動
、
学
習
机
等
の
導
入
、
カ
タ

ロ
グ
や
ビ
デ
オ
を
活
用
し
た
県
産
木
材
製
品
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
県
民

の
多
様
な
県
産
木
材
利
用
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
木
の
良
さ
が
Ｐ
Ｒ

で
き
る
シ
ン
ボ
ル
施
設
、
学
校
校
舎
等
を
木
造
・
木
質
化
す
る
「
木

の
香
る
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
を
推
進
す
る
。

︹
拡
︺
暮
ら
し
の
中
に
木
材
を
取
り
入
れ
る
運
動
推
進
事
業

２
、０
２
０
千
円

木
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
事
業　
　
　
　
　

２
０
０
、０
０
０
千
円

⑷
県
産
木
材
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

川
上
か
ら
川
下
ま
で
が
一
体
と
な
り
、
品
質
・
価
格
・
供
給
力
で

平
成
18
年
度
林
務
課
・
森
林
動
物
共
生
室
・

豊
か
な
森
づ
く
り
室　

関
係
予
算
の
概
要
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競
争
力
の
あ
る
「
新
た
な
県
産
木
材
の
加
工
・
流
通
シ
ス
テ
ム
」
を

実
現
す
る
拠
点
の
整
備
に
向
け
て
、
事
業
化
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
事
業
を
具
体
化
す
る
協
業
体
の
結
成
を
進
め

る
。
ま
た
、
高
密
路
網
の
森
林
経
営
団
地
を
設
置
し
、
高
性
能
林
業

機
械
を
活
用
し
た
素
材
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
て
原
木
の
安
定

供
給
体
制
を
確
立
す
る
。

︹
新
︺
県
産
木
材
供
給
セ
ン
タ
ー
整
備
促
進
事
業
７
、０
０
０
千
円

︹
新
︺
低
コ
ス
ト
経
営
団
地
整
備
事
業（
再
掲
）
１
７
、０
０
０
千
円

県
産
木
材
供
給
体
制
整
備
推
進
事
業　
　
　
　

 

４
、０
２
２
千
円

︹
新
︺
県
産
木
材
活
用
人
材
養
成
事
業
（
再
掲
）
１
、４
５
０
千
円

５
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林
整
備

⑴
多
様
な
森
林
整
備

　

森
林
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、「
水
土
保
全
林
」

「
森
林
と
人
と
の
共
生
林
」「
資
源
循
環
林
」
に
３
区
分
さ
れ
た
森
林

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
効
果
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
多
様

な
森
林 

を
整
備
す
る
。

森
林
計
画
樹
立
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
、３
３
１
千
円

造
林
事
業
（
再
掲
）　
　
　
　
　
　
　

１
、６
１
０
、１
２
６
千
円

重
要
水
源
林
機
能
高
度
化
事
業　
　
　
　
　

３
３
、０
０
０
千
円

⑵
風
倒
木
処
理
対
策
の
実
施

　

台
風
災
害
に
よ
り
、
風
倒
木
被
害
が
発
生
し
て
い
る
森
林
の
早
期

の
復
旧
を
図
る
た
め
、
被
害
木
の
伐
木
整
理
、
跡
地
造
林
、
被
害
木

の
搬
出
、
利
活
用
の
推
進
を
図
る
。

森
林
災
害
復
旧
事
業
（
激
甚
災
害
）　
　

４
１
０
、９
２
３
千
円

造
林
事
業
（
被
害
地
等
森
林
整
備
）　
　

５
５
７
、５
８
０
千
円

風
倒
木
緊
急
処
理
事
業
（
県
単
独
上
積
補
助
）３４

３
、３
０
５
千
円

風
倒
木
搬
出
・
集
積
促
進
事
業　
　
　
　
　

８
３
、８
９
２
千
円

⑶
森
林
整
備
の
た
め
の
地
域
に
お
け
る
取
組
へ
の
支
援

　

森
林
施
業
計
画
に
基
づ
い
た
間
伐
等
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て

不
可
欠
な
森
林
の
現
況
把
握
や
施
業
区
域
の
明
確
化
そ
の
他
の
地

域
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
市
町
長
と
の
協
定
を
締
結
し
た
区
域

の
一
定
林
齢
の
森
林
面
積
に
応
じ
て
交
付
金
を
交
付
す
る
。

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金　
　
　

３
０
０
、３
９
０
千
円

Ⅱ
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
森
づ
く
り

１
、
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り

　

森
林
の
公
的
管
理
と
県
民
参
加
を
支
援

⑴
森
林
管
理
一
〇
〇
％
作
戦

　

間
伐
が
必
要
な
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
に
つ
い
て
、
市
町
と
連
携
し
て

公
的
資
金
に
よ
る
間
伐
実
施
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
間
伐
材
搬
出
経
費

へ
の
無
利
子
資
金
の
貸
付
に
よ
る
間
伐
材
の
有
効
利
用
を
図
る
。

環
境
対
策
育
林
事
業
（
緑
化
基
金
）　
　
　

６
５
、３
９
７
千
円

森
林
適
正
管
理
資
金　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
、５
６
３
千
円

く
ら
し
を
支
え
る
森
づ
く
り
事
業　
　

４
、６
０
９
、２
４
６
千
円

⑵
里
山
林
の
再
生

　

薪
炭
林
や
農
用
林
と
し
て
の
利
用
が
な
く
な
り
人
が
入
ら
な
く
な

っ
た
里
山
林
を
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
環
境
教
育
の
場
、
生
物
多

様
性
な
ど
文
化
的
機
能
を
重
視
し
て
整
備
す
る
里
山
ふ
れ
あ
い
森
づ

く
り
を
実
施
す
る
。

里
山
ふ
れ
あ
い
森
づ
く
り
（
ミ
ニ
里
山
公
園
型
）

４
５
５
、０
２
５
千
円

里
山
ふ
れ
あ
い
森
づ
く
り
（
住
民
参
画
型
）
７
１
、９
２
５
千
円

⑶
里
山
林
等
整
備
事
業

　

県
の
先
行
取
得
用
地
の
う
ち
、
本
格
的
な
事
業
を
行
う
ま
で
の
間
、

立
地
条
件
等
を
勘
案
し
里
山
の
利
活
用
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
簡
易
な
整
備
を
行
い
、
県
民
の
利
用
に
供
す
る
。

里
山
林
等
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
４
、２
９
８
千
円

⑷
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
１
万
人
作
戦

　

県
民
総
参
加
の
森
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
県
民
を
対
象

と
し
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
や
森
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催
の
ほ
か
、
県
下
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
が
地
域
に
お
け
る
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
市
町
と
連
携

し
て
支
援
し
、
１
万
人
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
。

地
域
参
加
の
森
づ
く
り
事
業　
　
　
　
　
　
　

５
、３
２
８
千
円

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業　
　
　
　
　
　

１
、３
０
０
千
円

安
全
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
２
４
千
円

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
育
成
事
業　
　
　
　

 

１
、４
８
８
千
円

市
民
森
林
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
０
千
円

︹
新
︺「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
推
進
事
業　
　
　

３
、６
０
０
千
円

森
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
事
業　
　
　
　
　
　

７
０
３
千
円

⑸
森
林
学
習
体
験
の
推
進

　

里
山
学
習
体
験
の
森
の
整
備
や
継
続
的
な
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な

る
森
林
、
施
設
を
整
備
し
、
緑
の
少
年
団
等
子
供
達
が
森
に
学
び
ふ

れ
あ
う
機
会
を
創
出
し
、
未
来
を
担
う
子
供
達
の
豊
か
な
創
造
性
と

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
養
う
と
と
も
に
、
市
民
参
加
型
の
森
林
学

習
体
験
の
機
会
づ
く
り
を
行
う
。

教
育
の
も
り
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
、４
８
０
千
円

里
山
学
習
体
験
の
森
推
進
事
業　
　
　
　
　
　

２
、７
０
０
千
円

⑹
ふ
る
さ
と
育
林
バ
ン
ク
制
度

　

不
在
地
主
の
要
保
育
森
林
を
適
正
管
理
す
る
た
め
、
市
町
に
「
ふ

る
さ
と
育
林
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
、
不
在
地
主
リ
ス
ト
の
作
成
や
森

林
の
現
況
調
査
、
施
業
意
向
調
査
等
を
実
施
す
る
。

ふ
る
さ
と
育
林
バ
ン
ク
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
４
１
千
円

２
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
の
推
進

　

森
林
は
本
来
、
緑
の
ダ
ム
と
称
さ
れ
る
貯
水
機
能
や
土
砂
流
出
防

止
機
能
な
ど
、
住
民
を
自
然
災
害
か
ら
守
る
様
々
な
機
能
を
有
し
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
16
年
の
一
連
の
台
風
に
よ
り
風
倒
木
被
害
や
山

腹
崩
壊
な
ど
防
災
面
で
の
脆
弱
さ
が
再
認
識
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
に

加
え
、
森
林
の
保
全
・
再
生
を
社
会
全
体
で
支
え
、
県
民
総
参
加
で

取
り
組
む
仕
組
み
と
し
て
導
入
さ
れ
る
「
県
民
緑
税
」（
県
民
税
均

等
割
の
超
過
課
税
）
を
活
用
し
、
台
風
被
害
を
踏
ま
え
た
防
災
面
で

の
機
能
強
化
を
早
期
・
確
実
に
進
め
る
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
。

︹
新
︺
緊
急
防
災
林
整
備
事
業　
　
　
　
　

７
０
２
、０
０
０
千
円

︹
新
︺
野
生
動
物
育
成
林
整
備
事
業　
　
　
　

４
６
、０
０
０
千
円

︹
新
︺
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交
林
整
備
事
業

１
５
１
、０
０
０
千
円

３
、
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

　
“
人
”
と
“
野
生
動
物
”
と
“
森
林
等
自
然
環
境
”
の
豊
か
な
共

存
を
め
ざ
し
、
野
生
動
物
の
「
個
体
数
管
理
」「
被
害
管
理
」「
生
息

地
管
理
」
を
総
合
的
・
科
学
的
・
計
画
的
に
実
行
す
る
野
生
動
物
の

保
護
管
理
（
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
推
進
す
る
た

め
、
そ
の
調
査
研
究
の
中
核
拠
点
と
な
る
「
森
林
・
野
生
動
物
保
護

管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
専

門
技
術
者
で
あ
る
「
森
林
・
野
生
動
物
管
理
官
（
仮
称
）」
を
育
成

す
る
。

森
林
・
野
生
動
物
保
護
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
４
、８
７
７
千
円

︹
新
︺
森
林
・
野
生
動
物
保
護
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

開
設
準
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
、１
５
５
千
円

ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
３
、４
６
３
千
円

４
、
特
定
鳥
獣
の
保
護
管
理
の
推
進

　

シ
カ
な
ど
生
息
頭
数
が
地
域
的
に
著
し
く
増
加
し
て
い
る
種
や
絶

滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
個
体
群
な
ど
を
対
象
に
、

特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
科
学
的
・
計

画
的
な
個
体
数
管
理
、
被
害
管
理
、
生
息
地
管
理
を
行
う
。

シ
カ
個
体
数
管
理
・
個
体
数
調
整
事
業　
　

１
２
、２
７
０
千
円

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
総
合
対
策
事
業　
　
　
　

４
、７
５
０
千
円

拡
サ
ル
出
没
総
合
対
策
事
業　
　
　
　
　
　
　

７
、７
２
７
千
円

野
生
動
物
保
護
管
理
検
証
事
業　
　
　
　
　
　

３
、２
６
６
千
円

５
、
特
定
外
来
生
物
対
策
の
実
施

　

近
年
、
農
業
被
害
や
家
屋
侵
入
被
害
等
が
増
大
し
て
い
る
ア
ラ
イ

グ
マ
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
に
つ
い
て
は
、「
外
来
生
物
法
」(

平
成
17
年
６

月
施
行)

に
基
づ
く
防
除
を
推
進
す
る
た
め
、
市
町
が
実
施
す
る
捕

獲
及
び
処
分
に
つ
い
て
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
や
検
討
委
員
会
に
よ
る
検
証
を
行
う
。

︹
新
︺
特
定
外
来
生
物
被
害
対
策
事
業　
　
　
　

４
、９
２
０
千
円

平
成
18
年
度

林
務
課
・
森
林
動
物
共
生
室
・
豊
か
な
森
づ
く
り
室

当
初
予
算
額

２
１
、６
８
４
、４
４
４
千
円
（
対
前
年
度
比
１
１
７
・
６
％
）



平
成
18
年
度

治
山
課
・
森
林
保
全
室　

関
係
予
算
の
概
要

第20号 （�）兵庫の治山・林道と森林整備

　

平
成
18
年
度
は
、
治
山
課
・
森
林
保
全
室
予
算
と
し
て

一
一
四
億
三
、〇
〇
〇
万
円
（
対
前
年
比
九
三
・
二
％
）
を

計
上
し
、
次
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

1
、
治
山
事
業
の
推
進
（
表
1
）

予
算
額　

六
八
億
七
、〇
〇
〇
万
円

　

①
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
県
土
づ
く
り
、
②
豊

か
な
水
を
育
む
森
林
づ
く
り
、
③
多
様
で
豊

か
な
環
境
づ
く
り
、
の
３
つ
を
基
本
方
針
と

し
、
18
年
度
は
、
16
年
風
水
害
被
害
（
山
腹

崩
壊
・
土
石
流
・
風
倒
木
等
）
か
ら
の
早
期

復
旧
と
風
倒
木
被
害
地
の
二
次
災
害
防
止
対

策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

⑴　

16
年
災
害
の
早
期
復
旧

　

緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
順
次
復
旧

に
努
め
て
き
た
が
、
18
年
度
は
復
旧
三

カ
年
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
被
害

地
の
重
点
整
備
に
よ
り
残
事
業
箇
所
の

早
期
完
了
を
図
る
。

⑵　

風
倒
木
被
害
地
の
二
次
災
害
防
止

　

森
林
整
備
事
業
で
風
倒
木
の
処
理
を

行
っ
た
跡
地
を
対
象
と
す
る
治
山
工
事

の
実
施
と
併
せ
て
、
一
八
年
豪
雪
に
伴

う
融
雪
や
今
後
の
降
雨
等
に
よ
る
風
倒

木
被
害
地
の
土
砂
災
害
の
恐
れ
に
対
し
、

崩
壊
・
流
木
被
害
を
予
防
す
る
た
め
の

治
山
工
事
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

⑶　

木
材
の
利
用
拡
大

　

風
倒
木
を
利
用
し
た
丸
太
筋
工
や
、

県
産
材
型
枠
等
の
木
材
・
木
製
品
の
利
用
拡
大
を
積

極
的
に
図
る
。

⑷　

コ
ス
ト
縮
減

　

厳
し
い
予
算
状
況
の
中
、
事
業
量
を
確
保
す
る
た

め
、
よ
り
一
層
の
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
。

2
、
林
道
事
業
の
推
進

予
算
額　

二
八
億
六
、〇
〇
〇
万
円

　

林
業
経
営
、
森
林
の
適
正
な
整
備
・
保
全
、
森
林
空
間

の
総
合
利
用
、
山
村
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
等
を
図
る

た
め
、
林
道
事
業
を
計
画
的
に
実
施
す
る
。

⑴　

県
営
林
道
（
表
2
・
3
）

　

県
営
林
道
は
、
国
庫
補
助
事
業
・
道
整
備
交
付
金

と
県
単
独
林
道
整
備
事
業
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

て
整
備
促
進
に
努
め
る
。

　

ま
た
今
年
度
か
ら
、
森
林
基
幹
道
沿
線
で
、
作
業

道
に
接
続
す
る
短
距
離
の
支
線
林
道
や
作
業
道
の
拠

点
と
な
る
土
場
を
整
備
す
る
。

⑵　

市
町
営
林
道

　

市
町
営
林
道
は
、
道
整
備
交
付
金
と
併

せ
、
今
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
里
山
エ
リ

ア
再
生
交
付
金
を
組
み
合
わ
せ
て
整
備
促

進
に
努
め
る
。

▲復旧工事が完了した豊岡市但東町相田地区台風23号災（H16）

区　分 事　業　細　目 箇所数 事業費 ( 千円 )

山
地
治
山

復 　 旧 復旧治山 22
予 　 防 予防治山 29

水 土 保 全
地域防災対策総合治山 4
森林土木効率化等技術開発モデル 1
林地荒廃防止 14

防
災
林
整
備

保 安 林 整 備
保安林改良 31
保育 32

共生保安林整備
生活環境保全林整備 2
環境防災林整備 3

水 源 地 域 整 備
水源流域広域保全 4
水源流域地域保全 2
奥地保安林保全緊急 1

離
島

復 　 旧 復旧治山 2
保 安 林 整 備 保育 1

地すべり防止 9
災害関連緊急治山等事業 19

小　　計 176 6,476,007

県 単 独 治 山

県営治山 17 290,000
補助治山 10 57,667
風倒木被害地対策治山 4 46,333
小　　計 31 394,000

合 計 207 6,870,007

（表１）平成18年度治山事業実施計画

注）平成18年度計画は当初予算ベース。
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3
、
森
林
の
保
全
・
管
理予

算
額　

三
、五
〇
〇
万
円

⑴　

保
安
林
の
指
定
等

　

16
年
風
水
害
被
災
森
林
な
ど
山
地
災
害
危
険
地
区

の
保
安
林
指
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
機
能
低
位
に

あ
る
保
安
林
の
森
林
施
業
の
確
保
、
衛
星
画
像
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
保
安
林
管
理
体
制
の
整
備
等
を
通
じ

て
、
保
安
林
の
適
正
な
管
理
、
保
全
を
図
る
。

⑵　

森
林
の
開
発

　

森
林
の
無
秩
序
な
開
発
を
防
ぎ
、
林
地
の
適
正
な

利
用
を
図
る
た
め
、
林
地
開
発
許
可
制
度
の
適
切
な

運
用
に
努
め
る
。

⑶　

森
林
の
保
全

　

林
野
火
災
や
森
林
で
の
違
反
行
為
の
防
止
等
、
森

林
の
保
全
管
理
を
図
る
た
め
、
森
林
の
保
全
巡
視
を

行
い
、
併
せ
て
林
野
火
災
予
防
の
た
め
の
啓
発
な
ど

を
行
う
。

4
、
松
く
い
虫
被
害
対
策
（
表
4
）

予
算
額　

一
億
八
、一
〇
〇
万
円

　

平
成
17
年
度
被
害
量
は
、
秋
季
の
多
雨
に
よ
り
抑
制
さ

れ
た
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
防
除
効
果
に
よ
り
、
昨
年
に

引
き
続
き
被
害
が
減
少
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
生
息
密
度
の
高

い
地
域
で
は
、
被
害
が
再
激
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

保
安
林
等
の
公
益
的
機
能
の
高
い
松
林
や
地
域
経
済
上

重
要
な
松
林
を
防
除
区
域
と
定
め
重
点
的
に
防
除
を
推
進

し
、
森
林
機
能
の
維
持
を
図
る
。

⑴　

防
除
区
域
で
の
被
害
対
策

　

特
別
防
除
、
地
上
散
布
、
樹
幹
注
入
等
予
防
対
策

に
加
え
、
伐
倒
駆
除
や
造
林
事
業
（
衛
生
伐
）
を
組

み
合
わ
せ
、
総
合
的
に
松
林
機
能
の
保
全
を
図
る
。

⑵　

防
除
区
域
外
で
の
被
害
対
策

　

防
除
区
域
へ
の
感
染
源
と
な
る
周
辺
松
林
に
つ
い

て
、
県
単
独
伐
倒
駆
除
に
よ
る
駆
除
及
び
造
林
・
治

山
事
業
の
活
用
に
よ
る
樹
種
転
換
の
推
進
を
図
る
。

⑶　

自
主
防
除

　

研
修
会
等
の
開
催
を
通
し
て
普
及
啓
発
を
図
り
、

森
林
所
有
者
の
自
主
防
除
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
そ

の
組
織
育
成
に
努
め
る
。

⑷
『
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
』
の
植
栽

　

被
害
を
受
け
に
く
い
松
林
の
整
備
を
図
る
た
め
、

抵
抗
性
マ
ツ
『
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
』
10
万
本
植
栽
事

業
（
14
～
18
年
度
）
を
実
施
す
る
。

⑸　

県
単
独
松
く
い
虫
被
害
対
策
緊
急
事
業
の
拡
充

　

周
辺
区
域
の
駆
除
事
業
に
加
え
、
そ
の
他
区
域
を

も
含
め
た
所
で
過
年
度
枯
れ
被
害
木
を
景
観
保
全
の

た
め
に
伐
倒
す
る
。

（表２）森林基幹道の整備状況

路　線　名
全　体　計　画 平成17年度までの実績 平成18年度

延長（ｍ） 総事業費（千円） 期　間 延長（ｍ） 進捗率（％） 延長（ｍ）
三 川 線 29,500 5,840,000 S47～H20 25,511 86.5 1,957
笠 形 線 34,358 7,198,000 S51〔52〕～H19 31,442 91.5 1,220
須 留 ヶ 峰 線 24,000 4,600,000 H1〔2〕～H25 8,779 36.6 1,210
池 ノ 尾 線 17,100 5,220,000 H3〔4〕～H22 11,665 68.2 1,462
千 町・ 段 ヶ 峰 線 16,800 4,200,000 H4〔5〕～H25 11,329 67.4 910
千ヶ峰・三国岳線 34,800 9,600,000 H8〔9〕～H27 4,657 13.4 1,047

計 156,558 36,658,000 93,383 59.6 7,806
※期間の〔 　〕は着工年度で、その前年度は全体計画調査のみ。
　平成17年度末は、実績見込み延長。平成18年度計画は当初予算ベース。

（表３）過疎代行林道の整備状況

路　線　名
全　体　計　画 平成17年度までの実績 平成18年度

延長（ｍ） 総事業費（千円） 期　間 延長（ｍ） 進捗率（％） 延長（ｍ）
八 木 谷・ 大 谷 線 14,946 3,024,000 S61～H24 10,266 68.7 1,550
仏 ノ 尾 線 10,797 1,930,000 H2～H18 9,571 88.6 911
床 尾 線 14,157 2,712,000 H2～H20 12,189 86.1 738
粟 鹿 山 線 12,600 3,160,000 H3～H25 5,428 43.1 990
三 原・ 水 口 線 8,046 1,750,000 H4～H17 7,360 91.5 686
中 辻・ 肥 前 畑 線 15,867 3,140,000 S62～H20 14,690 92.6 700
前地・カンカケ線 15,300 4,000,000 H12〔13〕～H27 1,715 11.2 1,257

計 91,713 19,716,000 61,219 66.8 6,832
※期間の〔 　〕は着工年度で、その前年度は全体計画調査のみ。
　平成17年度末は、実績見込み延長。平成18年度計画は当初予算ベース。

（表４）平成18年度松くい虫防除事業関係計画
区　　　　　分 事　業　量 予算額（千円）

予防対策
特 別 防 除 3,583ha 115,973
地 上 散 布 124ha 9,221
樹 幹 注 入 3ha 944

駆除対策

伐 倒 駆 除 1,890㎥ 31,222
特 別 伐 倒 駆 除 10㎥ 212
伐 採 木 等 駆 除 50㎥ 172
県 単 独 被 害 対 策 緊 急 1,430㎥ 9,236

ひょうご元気松10万本植栽事業 4,000本 1,000
そ　　の　　他 － 13,291
合　　　　　計 － 181,271
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森
林
や
里
山
、
公
園
や
街
路
の
樹
木
な
ど
の
「
緑
」
は
、

雨
水
の
貯
留
に
よ
る
洪
水
・
渇
水
防
止
機
能
、
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
に
よ
る
温
暖
化
防
止
機
能
を
は
じ
め
、
気
候
緩

和
や
大
気
の
浄
化
、
土
砂
の
流
出
防
止
、
火
災
の
延
焼
防

止
、
安
ら
ぎ
の
空
間
の
創
出
な
ど
多
様
な
公
益
的
機
能
を

有
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
、

森
林
と
生
活
と
の
か
か
わ
り
が
薄
れ
る
中
で
、
森
林
の
荒

廃
が
進
み
、
ま
た
、
都
市
地
域
で
は
、
都
市
化
の
進
展
に

よ
り
人
工
的
な
土
地
利
用
等
が
広
が
り
緑
が
大
き
く
損
な

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
緑
」
が
持
つ
多
様
な

公
益
的
機
能
の
発
揮
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
16
年
の
一
連
の
風
水
害
に
よ
る
洪
水
や
山

崩
れ
、
風
倒
木
等
の
甚
大
な
被
害
に
よ
り
、
森
林
を
は
じ

め
と
す
る
「
緑
」
を
整
備
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
改
め
て

強
く
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
廃
が
懸
念
さ
れ
る
森
林
の
整
備
、
都
市
化
の
進
展
で

損
な
わ
れ
た
都
市
地
域
の
緑
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い

平
成
18
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
「
県
民
緑
税
」の
導
入
に
つ
い
て

兵
庫
県

ま
す
が
、
こ
う
し
た
「
緑
」
の
保
全
・
再
生
は
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
森
林
所
有
者
等
の
一
部
の
人
々
の
活
動
で
は

進
め
が
た
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
緑
」、
特
に
樹
木
が
公
益
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
多
く
の
労
力
と
長
い
年
月
が
必
要
で
あ
り
、

一
度
そ
の
公
益
的
機
能
が
失
わ
れ
る
と
回
復
・
再
生
に
長

期
間
を
要
し
、
必
要
と
し
た
と
き
に
す
ぐ
に
創
り
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
兵
庫
県
で
は
、
豊
か
な
「
緑
」
を
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る

「
緑
」
の
保
全
・
再
生
を
社
会
全
体
で
支
え
、
県
民
総
参

加
で
取
り
組
む
仕
組
み
と
し
て
平
成
18
年
度
か
ら
「
県
民

緑
税
」（
県
民
税
均
等
割
の
超
過
課
税
）
を
導
入
し
、「
災

害
に
強
い
森
づ
く
り
」
や
「
防
災
・
環
境
改
善
の
た
め
の

都
市
の
緑
化
」
を
進
め
ま
す
。

▲山崩れの状況

平成16年の台風災害

▲風倒木被害状況

間伐木を利用した土砂流出を防ぐ土留工の設置

「災害に強い森づくり」への取組

針葉樹林と広葉樹林の針広混交林

柵工（土砂の流出を留める簡易防災施設）

▼里山防災林整備

▼針葉樹林と広葉樹林の混交林整備

▼緊急防災林整備
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「
緑
」の
公
益
的
機
能

◦
環
境
保
全
機
能

水
の
貯
留
・
洪
水
防
止
、
水
質
浄
化
、
地
球
温
暖
化

防
止
、
気
候
緩
和
、
汚
染
物
質
等
の
吸
着
、
騒
音
の

軽
減
、
野
生
動
物
保
護
・
生
物
多
様
性
の
育
成
等

◦
防
災
機
能

　

延
焼
・
倒
壊
防
止
、
山
崩
れ
・
風
害
等
防
止
等

◦
景
観
・
保
健
・
教
育
等
機
能

　

景
観
形
成
、
健
康
増
進
、
自
然
学
習
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等

１　

森
林
の
整
備
（
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
）

　

兵
庫
県
で
は
、
従
来
の
森
林
林
業
施
策
に
加
え
、
森
林

の
有
す
る
多
様
な
公
益
的
機
能
に
着
目
し
た
「
新
ひ
ょ

う
ご
の
森
づ
く
り
」（
Ｈ
14
～
23
年
度
）
に
よ
り
、
公
的

支
援
（
注
１
）
に
よ
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の
間
伐
（
注

２
）
や
里
山
林
（
注
３
）
の
再
生
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

１
万
人
作
戦
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
生
じ
た
一
連
の
台
風
に
よ
る
森
林
被
害

を
踏
ま
え
、「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
な
ど
に
加
え
、

防
災
面
で
の
機
能
を
高
め
る
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
県
土
の
保
全
や
安
全
・
安
心
な

生
活
環
境
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

２　

都
市
の
緑
化
（
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業
）

　

都
市
地
域
の
「
緑
」
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
改
め

て
認
識
さ
れ
た
よ
う
に
、
火
災
の
延
焼
拡
大
防
止
や
建
物

の
倒
壊
防
止
な
ど
の
防
災
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
樹
木
や
芝
生
は
水
分
の
蒸
散
作
用
で
天
然
の
ク

ー
ラ
ー
と
し
て
機
能
し
、
化
石
燃
料
の
使
用
量
削
減
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
抑
制
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
な
ど
に
寄
与
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
都
市
の
防
災
性
の
向
上
や
環
境
の
改
善
な
ど

を
目
的
に
、
市
町
と
連
携
し
、
住
民
団
体
等
に
よ
り
公
有

地
や
民
有
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
樹
木
を
中
心
と
し
た

緑
化
活
動
に
対
し
て
支
援
す
る
「
県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事

業
」
を
推
進
し
ま
す
。

「
県
民
緑
税
」を
活
用
す
る
事
業

平
成
13
年
11
月
～　
「
兵
庫
県
税
制
研
究
会
」
設
置
。
16

項
目
の
税
に
つ
い
て
、
課
税
自
主
権

の
活
用
を
幅
広
く
検
討
し
ま
し
た
。

平
成
14
年
11
月　
　

同
研
究
会
が
報
告
書
提
出
。
こ
の
中

で
、「
森
林
保
全
の
た
め
の
税
」
に

つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
べ

き
と
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
11
月
～　
「
緑
の
保
全
の
た
め
の
税
検
討
委
員

会
」
設
置
。

平
成
16
年
９
月　
　

同
委
員
会
が
中
間
報
告
書
を
提
出
し
、

中
間
報
告
書
に
対
す
る
県
民
意
見
の

募
集
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

12
月　
　

同
委
員
会
が
最
終
報
告
書
提
出
。

平
成
17
年
１
月　
　

同
委
員
会
の
最
終
報
告
書
を
受
け
、

兵
庫
県
は
、「
県
民
緑
税
」
の
案
及

び
そ
れ
を
活
用
す
る
事
業
案
を
取
り

ま
と
め
て
公
表
し
、
県
民
意
見
の
募

集
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

２
月　
　

県
民
意
見
募
集
の
結
果
を
踏
ま
え
、

「
県
民
緑
税
」
の
最
終
案
等
を
公
表

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

県
民
緑
税
条
例
案
を
２
月
県
議
会
に

上
程
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

３
月　
　

県
民
緑
税
条
例
が
成
立
し
ま
し
た
。

「
県
民
緑
税
」の
検
討
等
の
経
緯

　

森
林
や
都
市
地
域
の
「
緑
」
は
県
民
生
活
の
全
般
に
か

か
わ
る
様
々
な
公
益
的
機
能
を
同
時
に
発
揮
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
緑
の
公
益
的
機
能
の
恩
恵
は
す
べ
て
の
県

民
が
享
受
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
荒
廃
す
る
森
林
や
都
市

の
「
緑
」
を
保
全
・
再
生
す
る
た
め
の
経
費
に
か
か
る
財

源
は
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
県
民
が
広
く
均
し
く
負
担

を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
適
切
で
あ
り
、
そ
の
方
法
と
し
て

県
民
税
均
等
割
の
超
過
課
税
に
よ
る
「
県
民
緑
税
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
民
生
活
の
全
般
に
か
か
わ
る
多
様
な
公
益
的

機
能
を
有
す
る
「
緑
」
は
、
地
域
社
会
を
支
え
る
基
礎
的

な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
お
り
、
地
域
社
会

の
構
成
員
で
あ
る
法
人
の
皆
様
に
も
、
失
わ
れ
た
「
緑
」

の
回
復
と
い
う
対
応
を
超
え
て
、「
緑
」
の
保
全
・
再
生

の
よ
り
一
層
の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
人
と
同
様
に

ご
負
担
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
県
民
緑
税
」の
考
え
方
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「県民緑税」の仕組み

課税方式 県民税均等割の超過課税

納税義務者

個人：１月１日現在で県内に住所等を有する人
　　　　県民税均等割が課税される人が対象となるので、一定の所得基準を下回る等により均等割
　　　　が課税されない人は対象となりません。

法人：県内に事務所等を有する法人等

超過税率
（年　額）

個人：800円（現行の個人県民税均等割の標準税率　年1,000円に上乗せ）

法人：超過額は標準税率の均等割額の10％相当額

課 税 期 間 及 び
課税開始時期等

5年間（5年経過する時点で、税導入の効果、社会情勢等により見直しを検討します。）
◦個人：平成18年度分～平成22年度分
◦法人：平成18年４月１日～平成23年３月31日の間に開始する事業年度分

税収規模 5年間で、約105億円（個人：約85億円、法人：約20億円）

納付の方法

〔個人〕個人住民税（県民税）とあわせて納付いただきます
　　　　◦給与所得者：給与からの引き去りになります。
　　　　◦それ以外の事業所得者等：市町から送付される納税通知書により納付いただきます。

〔法人〕法人県民税の申告の際に、現行の県民税均等割額に加算して納めていただきます。

�
�

�
�

資本金等の額 １千万円以下 １千万円超
１億円以下

１億円超
10億円以下

10億円超
50億円以下 50億円超

税　　　　額 2,000円 5,000円 13,000円 54,000円 80,000円

県

（個　人） （法　人）

事業所得者等 給与所得者

雇　用　主

法　　　人

市　　　町

普通徴収（納付）

特別徴収
（給与引去り）

（納入）

（払込）

申告納付

兵　庫　県　　〒650-8567　神戸市中央区下山手通5-10-1
（税の仕組み）　税　務　課　　　　　TEL. 078-362-3086　FAX. 078-362-3906
　　　　　　　　各管轄の県税事務所
（森林の整備）　豊かな森づくり室　　TEL. 078-362-4192　FAX. 078-362-3954
（都市の緑化）　都市政策課　　　　　TEL. 078-362-3563　FAX. 078-362-9487

ホームページ　　http://web.pref.hyogo.jp/zeimu/sinrin/midorimain.htm

お問い合わせ先
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【災害に強い森づくり】
事　　業 概　　　　　　要

緊 急 防 災 林
整 備

急傾斜、斜面等で山地災害防止機能（注4）の高度発揮が求められる概ね45年生以下のスギ・ヒノキ林を対象
に、早期・確実に防災機能向上を図ることを目的に、間伐木を利用した土砂流出を防ぐ簡易な工事などの
森林整備を実施します。

【整備内容】　間伐木を利用した土留工（注5）、防災枝打ち（樹高の1/2以下の高さまで）
針葉樹林と広葉
樹 林 の 混 交 林
整 備

スギ・ヒノキ等の高齢人工林（注6）の部分伐採を促進し、広葉樹やスギ・ヒノキを植栽することにより、樹種、
林齢が異なり、水土保全能力が高く、公益的機能を発揮する森林に整備します。

【整備内容】　広葉樹の植栽、路網の整備、シカ防護柵の設置、案内板の設置　等
里 山 防 災 林
整 備

集落の裏山を対象にした森林整備に併せて、簡易な防災施設（柵工など）の設置や歩道整備を行います。
【整備内容】　森林整備、簡易防災施設（柵工、筋工等）の設置、管理歩道の開設　等

野生動物育成林
整 備

農作物被害や精神的・ 身体的被害が生じるなど、野生鳥獣と人とのあつれきが生じている地域において、
人家等に隣接した森林の裾野を帯状に抜き切りし、人と野生動物とのすみ分けのゾーンを設け、森林の奥
地に広葉樹林を整備します。

【整備内容】　森林の裾野に見通しの良い地帯を整備、広葉樹林の整備　 等

（注１）公的支援：国、県、市町が連携して費用の負担を行うこと
（注２）間　伐：林分の混み具合に応じて、目的とする樹種の健全な成長のため、伐採により個体密度を調整する作業
（注３）里山林：居住地の近くに広がり、薪炭用材や落葉の採取などを通じて地域住民に利用されていた森林
（注４）山地災害防止機能：斜面が急なこと等により、土砂崩壊など災害が起こることを防ぐ森林の機能
（注５）土留工：木柵等により雨の作用などで土砂が流れ出るのを防ぐ施設
（注６）高齢人工林：概ね46年生以上のスギやヒノキの森林

【県民まちなみ緑化事業】
事　　業 概　　　　　　要

防 災 緑 化
災害時に住民の皆様の生命を守る避難空間の安全性の向上や延焼拡大の防止を図るため、 火災に強い樹
種による緑化活動に対して助成します。

【実施箇所の例】　避難地、避難経路に面した土地、延焼遮断帯、密集市街地　等

環 境 緑 化

ヒートアイランド現象の緩和など環境の改善や、周辺地域の美しい景観との調和を図るため、樹木や芝生
による緑化活動に対して助成します。

【実施箇所の例】　地区計画等を定めた住宅地、大規模な民有地、建築物の屋上・壁面、校園庭の芝生化、駐
車場の芝生化　等

修 景 緑 化
市街地近郊の緑豊かな地域環境を著しく害する土地などで周囲の景観との調和を図るため、 樹木による
緑化活動に対して助成します。

【実施箇所の例】　土石採取跡地、廃自動車置き場　等

　

県
民
税
均
等
割
は
普
通
税
で
あ
る
た
め
、
そ
の
超
過
課

税
で
あ
る
「
県
民
緑
税
」
は
、
目
的
税
の
よ
う
に
使
途
が

特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
で
は
徴
収
し
た
税
収
は

他
の
普
通
税
の
税
収
と
区
別
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、「
県
民
緑
税
」
に
よ
る
税
収
が
、「
緑
」
の
持

つ
多
様
な
公
益
的
機
能
を
維
持
し
「
緑
」
の
保
全
を
図
る

た
め
の
財
源
で
あ
り
、「
緑
」
の
保
全
・
再
生
と
い
う
目

的
の
た
め
に
直
接
使
わ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

「
県
民
緑
基
金
」
を
創
設
し
、
他
の
財
源
と
区
別
し
て
管

理
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
使
途
に
つ
い
て
も
、「
県
民
緑
税
条
例
」
で
、

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
や
、
県
民
が
行
う
ま
ち
な
み
緑
化

を
支
援
す
る
事
業
な
ど
、
森
林
及
び
都
市
の
「
緑
」
の
保

全
・
再
生
の
た
め
の
事
業
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

「
県
民
緑
税
」の
使
途
の
明
確
化（
県
民
緑
基
金
の
創
設
）

県　税

県　民　緑　基　金

各種事業の実施

一　般　会　計

緑の保全・再生のための事業

緑の保全・再生のための事業

災害に強い森づくり
県民まちなみ緑化事業等

積
立

取
崩

県
民
緑
税

（
県
民
税
均
等
割
超
過
課
税
）

緑
の
公
益
的
機
能
の
保
全

⎠
⎞

⎝
⎛



治
山
工
事
に
よ
る
風
倒
木
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
の
実
施
に
つ
い
て
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１
．
は
じ
め
に

　

昭
和
９
年
室
戸
台
風
以
来
、
70
年
ぶ
り
と
い
わ
れ
る
平

成
16
年
発
生
の
風
倒
木
被
害
の
甚
大
さ
は
、
山
地
災
害
の

復
旧
と
予
防
を
主
な
目
的
と
す
る
私
達
、
森
林
土
木
事
業

に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
風
倒
木
被
害
地
に
起
因
す
る
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、

過
去
、
他
県
に
お
い
て
、
風
倒
木
被
害
発
生
時
に
脆
弱
化

し
た
表
層
が
そ
の
後
の
降
雨
で
崩
壊
す
る
事
例
や
洪
水
と

一
緒
に
な
っ
て
流
れ
て
く
る
流
木
の
被
害
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
三
千
ha
を
超
え
る
激
甚
な
風

倒
木
被
害
地
の
二
次
災
害
防
止
対
策
と
し
て
、
平
成
16
年

度
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
等
で
土
留
工
、
法
枠
工
及
び

治
山
ダ
ム
工
等
を
設
置
し
て
防
災
対
策
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
は
、
風
倒
木
緊
急
処
理
事
業
等
に
よ

り
風
倒
木
の
処
理
を
行
っ
た
跡
地
を
対
象
と
す
る
治
山
工

事
の
実
施
と
合
わ
せ
て
、
18
年
豪
雪
に
伴
う
融
雪
や
今
後

の
降
雨
等
に
よ
る
崩
壊
・
流
木
被
害
を
予
防
す
る
た
め
、

治
山
工
事
を
さ
ら
に
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

２
．
事
業
計
画

⑴
計
画
期
間
・
計
画
対
象
範
囲

　

こ
の
よ
う
な
風
倒
木
被
害
地
に
係
る
二
次
災
害
防
止

対
策
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
名
を
風
倒
木
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
作
戦
と
し
て
展
開
し
ま
す
。

　

事
業
計
画
期
間
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で

の
５
箇
年
で
す
。
こ
れ
は
、
他
県
の
事
例
か
ら
、
風
倒

木
被
害
地
の
崩
壊
が
風
倒
木
の
被
害
発
生
か
ら
概
ね
五

年
間
多
発
す
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
事

業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
表
１
に
示
し
ま
す
。

　

計
画
対
象
範
囲
と
す
る
風
倒
木
被
害
地
に
つ
い
て
は
、

表
２
の
と
お
り
で
す
。
こ
こ
で
定
義
す
る
風
倒
木
被
害

地
は
、
①
風
倒
木
処
理
跡
地
で
公
益
的
機
能
が
低
下
す

る
恐
れ
の
あ
る
保
安
林
、
②
暴
風
に
よ
る
森
林
揺
動
の

著
し
い
未
崩
壊
地
の
保
安
林
等
、
③
風
倒
木
地
に
近
接

し
た
崩
壊
地
の
保
安
林
等
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

⑵
公
共
治
山
・
県
単
独
治
山
の
区
分

　

具
体
的
な
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
公
共
治

山
事
業
と
新
規
の
県
単
独
治
山
事
業
で
対
応
し
ま
す
。

公
共
治
山
事
業
は
、
特
定
の
事
業
目
細
の
区
分
に
か
か

わ
ら
ず
、
風
倒
木
被
害
地
に
係
る
二
次
災
害
防
止
を
目

的
と
す
る
計
画
箇
所
を
束
ね
て
国
に
予
算
要
求
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

　

県
単
独
治
山
事
業
は
、
風
倒
木
緊
急
処
理
事
業
等
施

行
跡
地
（
施
行
予
定
地
を
含
む
。）
に
つ
い
て
、
公
共

事
業
の
採
択
基
準
に
満
た
な
い
小
規
模
な
治
山
工
事
を

対
策
と
し
ま
す
。
ま
た
、
風
倒
木
緊
急
処
理
事
業
施
行

跡
地
の
保
安
林
に
つ
い
て
、
保
安
林
機
能
の
低
下
を
防

止
す
る
た
め
、
植
栽
木
の
保
育
等
に
つ
い
て
も
事
業
の

対
象
と
し
ま
す
。

⑶
風
倒
木
被
害
地
の
崩
壊
・
流
木
被
害
防
止
対
策
の
事
例

　

風
倒
木
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
の
原
形
と
な
る
事
業

計
画
及
び
実
施
の
事
例
は
、
平
成
16
年
災
害
発
生
後
の

復
旧
工
事
の
計
画
時
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

既
に
公
共
治
山
事
業
に
よ
り
十
数
箇
所
実
施
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
中
か
ら
代
表
的
な
事
例
箇
所
等
を
図
１
、

２
、
４
に
示
し
ま
す
。

　

図
１
は
、
崩
壊
に
対
す
る
復
旧
と
予
防
対
策
を
計
画

農
林
水
産
局
治
山
課
治
山
係
長　

太
田
雄
一
郎

図１　養父市養父市場地内（H16災害関連緊急治山・H17補正復旧治山）
図２　未崩壊地の森林揺動の著しい林内
　　　（養父市養父市場地内）

土留工等（H17）

法枠工等（H16）

地山補強土工（H16、17、将来）
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し
た
工
事
着
手
前
の
現
場
状
況
で
す
。
崩
壊
地
と
暴

風
に
よ
る
森
林
揺
動
の
著
し
い
未
崩
壊
地
が
混
在
し
て

い
ま
す
。
事
業
計
画
の
考
え
方
は
、
崩
壊
地
は
法
枠
工
、

土
留
工
等
で
森
林
再
生
を
目
標
と
し
、
未
崩
壊
地
は
地

山
補
強
土
工
に
よ
り
表
層
土
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
図
２
は
、
未
崩
壊
地
の
森
林
揺
動
の
著

し
い
林
内
の
状
況
で
す
。

　

図
３
は
、
地
山
補
強
土
工
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ

る
、
ひ
ょ
う
ご
式
斜
面
工
の
模
式
図
で
す
。
こ
の
工
法

は
、
兵
庫
県
治
山
課
が
全
国
に
先
駆
け
て
設
計
・
施
工

指
針
を
開
発
し
た
、
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
と
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト

を
併
用
す
る
地
震
に
強
い
新
工
法
で
あ
り
、
森
林
を
伐

採
せ
ず
に
施
工
可
能
な
た
め
、
風
倒
木
被
害
地
の
崩
壊

予
防
対
策
と
し
て
当
該
工
法
等
の
計
画
が
県
下
で
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

図
４
は
、
流
木
に
対
す
る
予
防
対
策
を
計
画
し
た
工

事
着
手
前
と
平
成
16
年
度
工
事
完
了
後
の
現
場
状
況
で

す
。
流
木
被
害
予
防
対
策
は
、
治
山
ダ
ム
工
等
の
渓
流

工
事
が
中
心
で
、
流
木
を
大
量
に
捕
捉
す
る
こ
と
が
で

き
る
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
工
が
平
成
17
年
度
工
事
で
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

３
．
風
倒
木
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
の
展
開
と

　
　

課
題

⑴
事
業
計
画
量
の
把
握
と
ソ
フ
ト
対
策

　

事
業
計
画
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
予
算
計
画

策
定
時
に
各
県
民
局
等
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
治
山
事
業

計
画
の
う
ち
、
風
倒
木
被
害
地
に
係
る
二
次
災
害
防
止

を
主
な
目
的
と
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
本
庁
治
山
課
で

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
取
り
ま
と
め
た
事
業
計
画
箇
所

は
、
北
播
磨
、
中
播
磨
、
西
播
磨
、
但
馬
、
丹
波
、
淡

路
県
民
局
、
各
管
内
に
分
布
し
、
平
成
16
年
山
地
災
害

の
被
害
の
著
し
か
っ
た
地
域
と
重
な
り
ま
す
。
平
成
18

年
度
に
事
業
計
画
さ
れ
た
代
表
的
な
崩
壊
予
防
対
策
箇

所
に
つ
い
て
、
図
５
に
示
し
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
計
画
量
に
つ
い
て
は
、
降
雨
等
に
よ
り

崩
壊
等
が
拡
大
し
て
事
業
量
が
増
大
す
る
の
か
、
一
定

の
計
画
量
に
収
束
す
る
の
か
正
確
に
判
断
す
る
こ
と
が

極
め
て
難
し
い
状
況
で
す
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い

て
も
、
風
倒
木
被
害
地
の
経
年
変
化
に
対
応
し
た
適
切

な
治
山
工
事
を
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
状
況
を
踏
ま

え
た
事
業
計
画
の
修
正
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
16
年
山
地
災
害
に
係
る
二
次
災
害
防

止
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
、

降
雨
時
に
お
け
る
地
域
防
災
体
制
の
指
導
等
、
ソ
フ
ト

対
策
に
よ
る
減
災
の
促
進
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

技
術
的
な
課
題
と
し
て
、
風
倒
木
被
害
地
の
警
戒
避
難

基
準
雨
量
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑵
風
倒
木
被
害
地
に
お
け
る
地
山
補
強
土
工
の
技
術
的
課

題
　

ま
た
、
地
山
補
強
土
工
実
施
後
の
技
術
的
評
価
に
よ

る
現
場
適
用
の
適
否
の
検
討
に
つ
い
て
は
重
要
な
課
題

で
す
。
現
在
、
主
に
行
わ
れ
て
い
る
斜
面
安
定
解
析
法

は
、「
崩
壊
は
一
塊
の
ブ
ロ
ッ
ク
土
塊
の
形
状
で
移
動

す
る
」
と
仮
定
す
る
こ
と
で
成
立
っ
て
い
ま
す
。
雨
水

等
で
ブ
ロ
ッ
ク
土
塊
内
部
が
せ
ん
断
破
壊
さ
れ
、
ブ
ロ

ッ
ク
土
塊
が
散
り
散
り
に
な
る
よ
う
な
崩
壊
現
象
に
対

し
て
は
、
斜
面
安
定
解
析
法
に
よ
る
設
計
の
み
で
は
上

手
く
実
態
を
反
映
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
水
が
集

中
す
る
よ
う
な
沢
地
形
、
様
々
な
要
因
で
土
砂
移
動
の

激
し
い
崩
壊
発
生
跡
地
等
に
つ
い
て
は
、
地
山
補
強
土

工
単
独
設
置
の
み
で
は
安
定
が
図
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

図
６
は
、
耐
震
性
能
を
持
つ
ひ
ょ
う
ご
式
斜
面
工
の

設
計
・
施
工
指
針
が
開
発
さ
れ
る
前
に
設
置
さ
れ
た
、

図３　ひょうご式斜面工（耐震性能を持つ地山補強土工）模式図

図４　流木被害予防対策事例
　　　佐用郡佐用町水根地内（H16補正・H17補正復旧治山）

施工前 施工後

図５　平成18年度風倒木フォローアップ作戦計画地
　　　姫路市安富町皆河地内（H18予防治山）

 

ロープネット

脆弱化土層
安定土層

地山補強土工

H16・17施工済

ロックボルト
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ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
と
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
を
併
用
し
た
地
山
補

強
土
工
の
事
例
で
す
。
平
成
16
年
災
害
の
降
雨
時
に
は

崩
壊
を
防
止
し
て
い
た
も
の
の
、
平
成
18
年
な
っ
て
、

一
部
の
樹
木
の
な
い
範
囲
で
表
層
流
亡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
12
年
度
に
施
工
さ
れ
た
当
該
地
山
補
強
土

工
の
設
計
内
容
は
、
も
と
も
と
雨
水
等
に
よ
る
ブ
ロ
ッ

ク
土
塊
の
せ
ん
断
を
考
慮
し
て
、
表
層
が
飽
和
す
る
条

件
で
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
に
よ
る
抵
抗
力
増
加
を
計
画
し
た

も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
災
状
況
か
ら
は
、
ロ

ッ
ク
ボ
ル
ト
が
残
存
す
る
一
方
、
表
層
の
中
抜
け
流
出

が
見
て
取
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
当
該
ロ
ッ
ク
ボ
ル

ト
に
よ
り
表
層
を
締
め
付
け
る
抑
止
力
は
、
過
飽
和
状

態
の
よ
う
な
あ
る
条
件
の
表
層
に
対
し
て
は
十
分
に
作

用
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
該
地
山
補

強
土
工
の
設
計
者
で
あ
る
私
と
し
て
は
大
変
残
念
な
結

果
で
す
が
、
詳
し
い
被
災
理
由
及
び
復
旧
方
法
に
つ
い

て
、
経
過
観
察
し
な
が
ら
今
後
対
応
策
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
と
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
を
併
用
す
る
地
山

補
強
土
工
で
あ
る
ひ
ょ
う
ご
式
斜
面
工
は
、
地
震
に
強

い
新
工
法
と
し
て
開
発
を
進
め
、
振
動
台
実
験
等
で
六

甲
山
系
の
風
化
花
崗
岩
を
材
料
と
し
て
耐
震
性
能
が
検

証
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
の
降
雨
等
の
自
然
現

象
に
対
す
る
抵
抗
力
に
つ
い
て
は
、
現
場
条
件
が
異
な

る
中
で
絶
え
ず
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ひ
ょ
う
ご
式
斜
面
工
の
可
能

性
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
数
多
く
の
方
々

に
よ
り
適
用
事
例
に
基
づ
く
実
証
的
な
斜
面
安
定
の
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
風
倒
木
被
害
地
に
お
け
る
地
山
補
強

土
工
の
適
切
な
設
計
手
法
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

図６　ロープネット・ロックボルト併用による地山補
　　　強土工の被災事例
　　　南あわじ市倭文長田地内（H12復旧治山）
　　　（神戸県民局・福政俊浩課長補佐より提供）

４
．
お
わ
り
に

　

全
国
各
地
で
大
き
な
災
害
の
痕
跡
を
残
し
た
平
成
16
年

台
風
に
よ
る
暴
風
・
豪
雨
は
、
兵
庫
県
下
各
地
で
も
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
、
台
風
23
号
に
つ
い

て
は
、
淡
路
、
但
馬
地
域
を
中
心
に
死
者
26
人
、
家
屋
の

全
半
壊
が
約
一
万
世
帯
等
甚
大
な
被
害
と
な
り
、
県
で
は

個
々
の
組
織
（
部
局
）
に
よ
る
個
別
対
策
で
は
な
く
、
組

織
横
断
的
・
総
合
的
な
復
旧
・
復
興
対
策
を
推
進
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
土
木
事
業
に
よ
る
林
地
と
林
道

の
復
旧
状
況
は
、
平
成
17
年
度
末
現
在
、
復
旧
箇
所
進
捗

率
で
そ
れ
ぞ
れ
84
％
と
100
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
18
豪
雪
等
に
よ
り
現
場
条
件
が
悪

く
、
工
程
管
理
が
困
難
な
状
況
に
も
か
か

わ
ら
ず
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
復
旧
３
ヵ
年
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
林
地
の
復
旧
残
事
業
箇
所

の
早
期
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
平
成
16
年
台
風
の
被
害
原
因

と
対
策
を
総
合
的
に
分
析
し
、
山
地
災
害

の
減
災
と
予
防
を
進
め
る
こ
と
が
、
森
林

土
木
事
業
の
目
標
と
な
り
ま
す
。
平
成
18

年
度
か
ら
始
ま
る
風
倒
木
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
作
戦
を
契
機
と
し
て
、
①
被
害
時
の
緊

急
対
応
、
②
災
害
復
旧
対
応
、
③
復
興
対

応
、
④
災
害
へ
の
対
応
準
備
（
減
災
・
予

防
）
と
い
う
災
害
の
４
段
階
サ
イ
ク
ル
を

考
慮
し
、
次
の
山
地
災
害
へ
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
（
防
災
力
向
上
）
に
結
び
付
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年度計画　
　事業区分

計画事業費
備考

18年度 19～ 22年度 合　計
公共 崩壊・流木被害予防対策 1,755,500 2,934,400 4,689,900
県単 風倒木被害地対策治山事業 46,333 242,000 288,333

合　　計 1,801,833 3,176,400 4,978,233

表１　風倒木フォローアップ作戦事業計画表 （単位：千円）

※計画事業費は県予算ベース

区　分 風倒木フォロー
アップ作戦対象地 事業の目的・対策 保安林等要件 対応事業

未崩壊地

①風倒木処理跡地 公益的機能低下を
予防する植栽木保
育等

⑴保安林 ⑴公共治山
　又は
　県単県営治山

②①以外の森林で
暴風による揺動
が著しく土砂災
害の恐れのある
箇所

崩壊又は流木を予
防する治山工事

⑵保安林
⑶国庫補助の対

象とならない
小規模な普通
林

⑵公共治山
⑶県単県営治山
　又は
　県単補助治山

崩 壊 地
③風倒木地に近接

した崩壊箇所
崩壊復旧及び土砂
流出等を予防する
治山工事

表２　風倒木フォローアップ作戦の対象とする風倒木被害地



新
た
に
ケ
ヤ
キ
苗
木
５
万
本
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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兵
庫
県
林
業
種
苗
協
同
組
合

　

県
が
平
成
17
年
度
か
ら
「
郷
土
の
広
葉
樹
確
保
対
策
事

業
」
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
当
組
合
で
は

昨
秋
、
大
豊
作
年
に
当
た
る
ケ
ヤ
キ
の
種
子
を
県
指
定
母

樹
か
ら
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
約
30
万
本
分
）
採
取
し
ま
し
た
。

　

来
年
以
降
に
備
え
低
温
貯
蔵
す
る
一
方
、
平
成
18
年
３

月
中
旬
過
ぎ
か
ら
順
次
、
低
温
湿
層
処
理
し
た
種
子
５
万

本
分
、
約
６
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
13
名
の
組
合
員
に
配
布
し

ま
し
た
。
播
種
さ
れ
た
苗
床
に
は
、
今
一
面
に
か
わ
い
ら

し
い
芽
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
間
引
き
等
の
作
業
に
入
り
ま
す
が
、
広
葉

樹
苗
木
生
産
に
つ
い
て
は
知
識
、
経
験
も
浅
い
こ
と
か
ら
、

５
月
18
日
養
父
市
に
お
い
て
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ケ
ヤ
キ
の
苗
木
生
産
に
新
た
に
取
り
組
む
組
合
員
を
中

心
に
、
30
名
を
越
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
広
葉
樹
苗
木
生

産
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
吉
野
豊
所

長
を
講
師
に
お
招
き
し
、
午
前
中
に
生
産
管
理
技
術
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
、
午
後
に
は
２
カ
所
の
播
種
床
の
現
場

に
お
い
て
、
生
産
者
の
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑
応
答
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
台
風
被
害
復
旧
造
林

地
に
お
け
る
ケ
ヤ
キ
の
植
裁
状
況
を
見
学
し
な
が
ら
意
見

交
換
が
あ
り
、
求
め
ら
れ
る
苗
木
の
形
状
、
形
質
等
に
対

す
る
要
望
等
が
あ
り
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
葉
樹
苗
木
の
需
要
は
、
台
風
被
害
跡
地
の
復
旧
等
も

含
め
、
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
が
強
力
に
推
進
さ
れ
る

中
で
、
今
後
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

県
に
お
い
て
は
平
成
18
年
新
規
事
業
と
し
て
、
広
葉
樹
確

保
対
策
を
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、

大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
苗
組
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
生
産

で
培
っ
た
高
い
技
術
と
知
識
を
基
に
、
そ
の
一
翼
を
担
い
、

ケ
ヤ
キ
苗
木
を
手
始
め
に
、
各
種
郷
土
樹
種
の
種
子
の
確

保
、
貯
蔵
、
苗
木
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
行
く
と
と
も
に
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る
安
定
的
な
生
産
、
供
給
体

制
の
整
備
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
面
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
の
秋

か
ら
一
部
ケ
ヤ
キ
苗
木
の
出
荷
を
見
込
む
と
と
も
に
、
今

後
は
更
に
、
ク
リ
や
ク
ヌ
ギ
等
需
要
の
多
い
樹
種
か
ら
、

順
次
、
苗
木
を
生
産
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

郷
土
の
広
葉
樹
苗
木
の
供
給
は
種
苗
組
合
が
担
っ
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
苗
木
の
ご
注
文
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
何
な
り
と

お
申
し
付
け
下
さ
い
。

（
申
込
先
）

　

兵
庫
県
林
業
種
苗
協
同
組
合

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
８―

３
５
１―

０
７
３
４

　

郵
便
番
号
：
６
５
０―

０
０
１
２

　

住　
　

所
：
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
５
丁
目
５―

18

兵
庫
県
林
業
会
館
内

▲ケヤキ播種床

▲播種後2ヶ月のケヤキ苗

▲広葉樹苗木生産管理技術研修会

▲ケヤキ苗圃での現場研修

▲ケヤキ山行苗木（１年生）



　

兵
庫
県
で
は
、
最
近
の
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
を
め
ぐ
る
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
今
後
10
年
間
を
見
通
し
た
新
た
な
農
林

水
産
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

ひ
ょ
う
ご
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
５
の
策
定

 

ビ
ジ
ョ
ン
改
定
の
視
点

○
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
を
め
ぐ
る
情
勢
変
化
に
対
応

○
効
果
的
・
効
率
的
で
県
民
に
わ
か
り
や
す
い
施
策
体
系

 

ビ
ジ
ョ
ン
の
役
割

○
県
農
林
水
産
行
政
推
進
の
基
本
方
針

○
県
民
の
食
と
「
農
」
に
関
す
る
行
動
指
針

 

ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
期
間

平
成
18
年
度
か
ら
27
年
度（
２
０
１
５
年
）ま
で
の
10
年
間

農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
趣
旨

◦
食
の
安
全
安
心
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

◦
多
元
化
が
進
行
す
る
食
品
の
流
通
経
路

◦
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

◦
加
速
化
す
る
農
政
改
革

◦
木
材
需
要
の
変
化
と
流
通
シ
ス
テ
ム

◦
重
要
性
が
増
す
豊
か
な
海
の
再
生

◦
地
域
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
活
動
の
進
展

◦
自
然
災
害
の
危
険
度
が
高
ま
る
森
林
・
農
地

農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
を
め
ぐ
る
情
勢

８
．
農
業
の
担
い
手
支
援

９
．
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

10
．
県
産
木
材
の
利
用
促
進
と
効
率
的
な
木
材
生
産

11
．
水
産
物
の
安
定
供
給

12
．
漁
業
経
営
の
高
度
化

13
．
農
林
水
産
を
支
え
る
技
術
開
発

 

美
し
い
農
山
漁
村
づ
く
り

14
．
人
集
い
、
住
ま
う
活
力
あ
る
農
山
漁
村
づ
く
り

15
．
農
山
漁
村
の
安
全
安
心
の
確
保

16
．「
農
」
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
推
進

17
．
野
生
動
物
の
保
護
管
理

 

「
農
」
に
関
わ
る
県
民
生
活
の
展
開

18
．
楽
農
生
活
の
推
進

19
．「
農
」
を
通
じ
た
自
然
体
験
学
習
の
推
進

20
．
県
民
総
参
加
の
森
づ
く
り

21
．
農
地
・
た
め
池
、
海
辺
等
の
地
域
資
源
の
維
持
・

保
全

 

ひ
ょ
う
ご
の
「
農
」
を
生
か
す
社
会
の
実
現

ビ
ジ
ョ
ン
の
め
ざ
す
姿

※
「
農
」
と
は

　

土
を
耕
し
、
森
を
育
て
、
豊
か
な
海
を
守
り
、
食
料
を
は
じ
め

人
々
の
生
活
を
支
え
る
様
々
な
も
の
を
生
み
出
す
農
林
水
産
業
の

〈
ひ
ょ
う
ご
の「
農
」を
生
か
す
２
０
１
５
年
の
県
民
生
活
〉

○
美
味
し
く
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
が
も
た
ら

す
県
民
の
健
康

○
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
を
舞
台
に
す
す
む
人
と
自

然
の
共
生
社
会

○
安
全
で
新
鮮
、
良
質
な
「
ひ
ょ
う
ご
の
食
」
な
ど
身

近
に
あ
る
県
産
農
林
水
産
物

○
人
々
が
生
き
生
き
と
く
ら
す
元
気
な
農
山
漁
村

○
「
農
」
の
有
す
る
多
面
的
機
能
に
支
え
ら
れ
た
安
全

で
豊
か
な
県
民
生
活

 

安
全
安
心
で
健
康
な
食
づ
く
り

１
．
食
の
安
全
安
心
の
推
進

２
．
健
康
的
な
食
生
活
の
実
現
に
向
け
た
食
育
の
推
進

 

県
民
生
活
と
農
林
水
産
業
を
つ
な
ぐ
し
く
み
づ
く
り

３
．
生
産
・
加
工
・
流
通
・
消
費
が
連
携
し
た
食
の
安

定
供
給

４
．
健
康
的
な
食
生
活
の
実
現
に
向
け
た
食
育
の
推
進

 

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
力
強
い
農
林
水
産
業
の
展
開

５
．
農
産
物
の
安
定
生
産

６
．
多
様
な
花
き
生
産
と
県
産
花
き
の
利
用
促
進

７
．
畜
産
物
の
安
定
生
産

め
ざ
す
姿
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
基
本
方
向

ひょうごの「農」を生かす社会の実現

農林水産ビジョン・ひょうごみどり白書

県民の参画と協働による
農林水産ビジョンの推進

県民の主体的な行動
消費者、農林水産業従事者、農協や漁協など関係団体

農林水産物の加工・流通・販売を担う企業等

評価・検証施策展開
情報提供

政策提案

◆問い合わせ先：県総合農政課 078-362-9193

兵
庫
県
農
林
水
産
部

　

県
民
の
皆
さ
ん
と
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
を
点
検
し
、
と

も
に
知
り
、
と
も
に
考
え
、
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

県
民
と
と
も
に
す
す
め
る
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン

営
み
、
そ
の
営
み
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
々
の
生
活
の
場
で

あ
る
農
山
漁
村
と
そ
こ
に
育
ま
れ
た
伝
統
・
文
化
、
豊
か
で
美
し

い
景
観
な
ど
、
広
く
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
を
捉
え
た
概
念
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新
緑
の
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
で

自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

（15） 平成18年6月30日

　

平
成
15
年
か
ら
治
山
林
道
協
会
と
県
（
治
山
課
・
但
馬
高
原

林
道
建
設
事
務
所
）
と
で
実
施
し
て
い
る
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
で

の
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
今
年
も
、
さ
る
５
月
25
日
（
木
）、

新
緑
の
氷
ノ
山
林
道
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
積
雪
が
多

か
っ
た
た
め
、
５
月
半
ば
に
も
か
か
わ
ら
ず
標
高
１
、０
０
０
ｍ

を
越
え
る
林
道
の
一
部
に
50
㎝
越
す
残
雪
が
あ
り
コ
ー
ス
変
更
を

も
検
討
し
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
除
雪
を
行
い
決
行
致
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
新
聞
等
で
の
Ｐ
Ｒ
不
足
も
有
り
、
定
員
40
名
を
若
干

上
回
る
応
募
と
な
り
、
そ
の
後
、
応
募
辞
退
も
出
た
こ
と
か
ら
38

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
７
時
15
分
「
三
宮
駅
観
光
バ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
集
合
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
時
過
ぎ
に
は
全
員
揃
っ
て

頂
き
、
予
定
よ
り
早
く
７
時
20
分
に
出
発
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

バ
ス
は
、
三
ノ
宮
か
ら
新
神
戸
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
阪
神
高
速

北
神
戸
線
、
六
甲
北
有
料
道
路
、
中
国
自
動
車
道
、
播
但
道
を
経

由
し
、
90
分
足
ら
ず
で
但
馬
路
に
入
り
道
の
駅
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
あ

さ
ご
」
に
着
き
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
の
移
動
時
間
を
活
用
し
、
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
願
い
し
て
い
る
兵
庫
み
ど
り
公
社
の
近
藤

講
師
か
ら
、
車
内
テ
レ
ビ
を
利
用
し
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
「
氷
ノ

山･

林
道
周
辺
の
自
然
」
等
に
つ
い
て
分
か
り
易
く
ご
説
明
を
頂

き
、
予
備
知
識
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
播
但
道
で
の
但
馬
の
玄
関
口
と
な
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
あ

さ
ご
」
で
は
、
池
野
支
配
人
か
ら
、
但
馬
全
体
の
見
所
や
第
３
セ

ク
タ
ー
で
運
営
す
る
当
施
設
の
状
況
、
特
産
「
岩
津
ね
ぎ
」
や
鹿

肉
な
ど
を
利
用
し
た
特
産
品
・
料
理
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

旧
関
宮
町
の
小
路
頃
で
、
養
父
市
に
手
配
し
て
頂
い
た
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
２
台
に
乗
り
替
え
、
氷
ノ
山
林
道
へ
。
前
日
ま
で
梅

雨
の
様
相
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
久
し
ぶ
り
の
晴
天

に
恵
ま
れ
、
参
加
者
一
同
、
氷
ノ
山
山
麓
の
新
緑
を
存
分
に
満
喫

で
き
ま
し
た
。
氷
ノ
山
林
道
で
最
も
高
い
林
道
山
頂
駅
（
標
高

１
、２
５
０
ｍ
）
で
バ
ス
か
ら
降
り
、
新
緑
の
ブ
ナ
林
や
残
雪
を

観
察
し
な
が
ら
約
２
㎞
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

丁
度
、
ス
ズ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
林
道
周
辺
に
は
沢
山
の
車

が
入
っ
て
お
り
、
採
取
さ
れ
た
ス
ズ
コ
を
貰
っ
た
り
、
参
加
者
も

ス
ズ
コ
採
り
に
興
じ
る
な
ど
楽
し
い
体
験
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

大
段
ケ
平
で
は
、
標
高
１
千
ｍ
を
超
す
氷
ノ
山
、
鉢
伏
山
、
妙
見

山
、
蘇
武
岳
、
三
川
山
な
ど
但
馬
山
地
の
雄
大
さ
を
味
わ
い
な
が

ら
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
午
後
に
も
、
大
段
ケ
平
か
ら
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ハ
リ
ギ
リ
な
ど
の
大
木
が
林
立
す
る
「
巨
木
の

谷
」
や
林
道
周
辺
の
湿
地
を
観
察
し
な
が
ら
２
・
５
㎞
を
散
策
し

ま
し
た
。
ブ
ナ
の
葉
の
葉
脈
の
特
徴
や
樹
冠
一
杯
に
房
状
に
咲
い

て
い
る
ト
チ
ノ
キ
の
花
、
ミ
ズ
メ
樹
皮
の
サ
ロ
メ
チ
ー
ル
の
臭
い

な
ど
多
く
の
こ
と
が
観
察
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
道
に
つ
い
て
も
、
開
設
時
に
巨
木
を
は
じ
め
貴
重
な

自
然
を
残
す
た
め
ル
ー
ト
を
迂
回
し
た
こ
と
、
管
理
に
当
た
っ
て

も
湿
地
保
全
や
側
溝
の
構
造
・
土
砂
上
げ
ま
で
動
植
物
に
配
慮
し

な
が
ら
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
環
境
保
全
へ
の
取
組
を
説
明
し
、

新
た
な
認
識
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

神
戸
か
ら
の
日
帰
り
行
程
と
い
う
こ
と
で
、
か
な
り
の
強
行
軍

と
な
り
ま
し
た
が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
豊
か
な
氷
ノ
山
の
自
然
に
触

れ
合
え
る
素
晴
ら
し
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
復
路
の
バ
ス
の
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
次
の
様
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

◦
自
然
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
や
大
切
さ
を
学
習
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
若
い
世
代
の
方
に
も
参
加
し
て
貰
い
理
解
し
て
貰
う

企
画
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
多
く
の
県
民
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
募
集
広
報
を
増
や
す
と

と
も
に
、
治
山
や
林
道
維
持
活
動
に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
自
然
観
察
、
体
験
活
動
、
登
山
な
ど
多
様
な
自
然
学
習
が
出
来

る
コ
ー
ス
設
定
を
し
て
は
ど
う
か
。

◦
地
元
の
方
と
の
交
流
が
出
来
る
場
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。　
　

な
ど

　

こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
次
回
は
、
紅
葉
の
林

道
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
し
て
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

に
開
催
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲自然観察▲林道自然観察ガイドブック説明 ▲トチノキの花

▲トチノキ観察 ▲新緑のブナと残雪 ▲但馬山地の眺望



新
緑
の
丹
波
の
森
公
苑
で

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
２
０
０
６
」を
盛
大
に
開
催

農
林
水
産
部
農
林
水
産
局
豊
か
な
森
づ
く
り
室

第20号 （16）兵庫の治山・林道と森林整備

　

６
月
４
日
、
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
２
０
０
６
」
を
丹

波
市
柏
原
町
の
県
立
丹
波
の
森
公
苑
で
約
８
千
人
の
来
場

者
を
迎
え
、
新
緑
ま
ば
ゆ
い
初
夏
の
日
差
し
の
中
で
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
典
は
、
県
民
総
参
加
で
森
を
守
り
育
て
る
「
新

ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
毎
年
春
に
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
特
に
、
本
年
は
県
民
緑
税
が
ス

タ
ー
ト
し
、
多
く
の
県
民
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
に

「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
が
始

ま
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
意
義
深
い
祭
典
と
な
り
ま

し
た
。
祭
典
は
、
兵
庫
県
、
丹
波
市
、
（
社
）
兵
庫
県
緑

化
推
進
協
会
の
主
催
で
、
「
守
ろ
う
よ　

命
を
う
み
だ
す

こ
の
森
を
�
」
を
テ
ー
マ
に
、
広
大
な
丹
波
の
森
公
苑
の

全
て
を
使
っ
て
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
警
音
楽
隊
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
に
始
ま
り
、

式
典
会
場
で
は
、
宝
塚
音
楽
学
校
の
コ
ー
ラ
ス
の
ほ
か
、

地
元
の
柏
原
藩
陣
太
鼓
、
吹
奏
楽
や
日
本
民
謡
等
が
披
露

さ
れ
、
祭
典
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
緑
化
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
や
林
業
関
係

功
労
者
の
表
彰
等
に
続
き
、
県
下
の
緑
の
少
年
団
が
団
旗

を
持
っ
て
元
気
よ
く
入
場
し
、
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
で
は
、

地
元
の
代
表
８
人
が
森
と
緑
の
は
た
ら
き
、
大
切
さ
を
宣

言
し
、
最
後
に
「
私
た
ち
緑
の
少
年
団
は
、
美
し
い
兵
庫

を
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。
」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　

記
念
植
樹
は
、
地
元
の
巨
木
・
柏
原
地
区
の
木
の
根
橋

と
丹
波
松
茸
に
ち
な
ん
で
緑
の
少
年
団
の
子
供
た
ち
と
と

も
に
、
井
戸
知
事
が
ケ
ヤ
キ
、
辻
丹
波
市
長
が
ア
カ
マ
ツ

の
苗
木
を
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
県
下
各
地
の
約
90
団
体

が
出
展
し
、
特
産
品
の
販
売
や
パ
ネ
ル
展
示
、
実
演
な
ど

が
行
わ
れ
、
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。
特
に
、
丹
波
地
域
に

伝
わ
る
桧
皮
葺
技
術
を
紹
介
す
る
桧
皮
葺
の
実
演
や
パ
ネ

ル
展
示
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
彫

刻
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
技
術
を
は
じ
め
、
治
山
林

道
協
会
の
３
次
元
立
体
映
像
に
よ
る
土
石
流
体
験
や
土
石

流
実
験
装
置
、
降
雨
体
験
装
置
で
の
実
演
な
ど
に
多
く
の

方
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
木
工
広
場
で
は

多
く
の
子
供
た
ち
が
木
工
ク
ラ
フ
ト
に
熱
中
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
緑
あ
ふ
れ
る
周
辺
の
里
山
林
で
は
、
里
山
ス
タ

ン
プ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
森
林
観
察
会
・
森
林
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
な
ど
森
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
森
の
大
切
さ
に
つ

い
て
学
ぶ
活
動
に
多
く
の
皆
さ
ん
方
に
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
秋
に
は
、
こ
う
し
た
森
づ
く
り
の
気
運
が
拡
が
る
こ

と
を
願
っ
て
、
昨
年
の
「
全
国
育
樹
祭
」
の
開
催
日
を

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
（
毎
年
10
月
末
の
日
曜
日
）
と
し
、

県
下
各
地
で
多
く
の
皆
さ
ん
が
こ
ぞ
っ
て
森
に
入
り
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
育
樹
活
動
な
ど
の
企
画
を
は
じ
め
、
来

春
の
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
祭
典
２
０
０
７
」
は
相
生
市
で
開

催
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲チェーンソーアート▲木工広場の賑わい

▲治山林道協会の実演 ▲井戸知事記念植樹（ケヤキ） ▲宝塚音楽学校のコーラス

▲緑の少年団の誓いのことば



「
兵
庫
の
森
林
土
木
史
」の
発
刊
及
び

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
開
催

（17） 平成18年6月30日

　

当
協
会
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
兵
庫
県
治
山
課
等
の

ご
指
導
・
ご
支
援
の
も
と
に
、「
兵
庫
の
森
林
土
木
史
」

の
編
纂
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
に
は
台
風

23
号
災
害
等
に
よ
り
、
風
倒
木
や
林
地
崩
壊
、
林
道
施
設

被
害
な
ど
、
か
っ
て
な
い
甚
大
な
森
林
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
記
録
を
追
加
収
録
し
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
10
年
目
の
節
目
の
年
と
な
る
昨
年

12
月
に
発
刊
の
運
び
と
な
り
、
先
般
、
印
刷
、
製
本
が
完

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
兵
庫
県
に
お
け
る
森
林
土
木
事
業
、

と
り
わ
け
治
山
事
業
は
、
全
国
的
に
も
高
い
評
価
を
受
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
明
治
20
年
代
半
ば
か
ら

始
ま
っ
た
六
甲
山
等
で
の
「
は
げ
山
復
旧
工
事
」
ま
で
遡

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
30
年
に
は
、
砂
防

法
と
森
林
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
大
き
な
制
度
の

も
と
に
国
土
の
保
全
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
県
内
に
お

き
ま
し
て
も
、
昭
和
13

年
の
阪
神
大
水
害
を
は

じ
め
、
昭
和
42
年
の
豪

雨
災
、
平
成
７
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
、
一

昨
年
の
台
風
23
号
災
害

な
ど
度
重
な
る
自
然
災

害
を
被
る
な
か
で
、
事

業
規
模
や
技
術
の
変
遷

を
経
な
が
ら
、
今
日
ま

で
営
々
と
実
施
さ
れ
、

百
年
有
余
を
経

過
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当

協
会
で
は
、
こ

の
百
年
を
ひ
と

つ
の
契
機
と
し

て
、
森
林
土
木

事
業
の
骨
格
を

な
す
治
山
事
業

及
び
林
道
事
業
を
中
心
に
関
連
事
業
に
係
る
諸
施
策
の
制

度
や
技
術
の
変
遷
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
先
人
の
功
績

を
記
録
し
た
、
21
世
紀
の
森
林
土
木
事
業
の
指
針
と
な
る

べ
き
「
兵
庫
の
森
林
土
木
史
」（
限
定
：
500
部
）
と
し
て

発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
誌
に
つ
い
て
は
、
当
協
会
の
普
及
宣
伝
事
業
と
し
て
、

会
員
の
市
町
、
森
林
組
合
等
を
は
じ
め
県
内
の
主
要
図
書

館
に
は
、
無
償
で
配
布
い
た
し
ま
し
た
。
ご
購
入
希
望
の

方
々
に
は
１
冊
１
５
、０
０
０
円
（
税
込
み
：
Ｂ
５
版
上

製
箱
入
・
１
１
１
６
Ｐ
）
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先
：
㈳
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会

（
住
所
、
電
話
番
号
等
は
20
Ｐ
記
載
の
と
お
り
）

　

ま
た
、
本
誌
の
発
刊
を
記
念
し
て
、「
兵
庫
の
森
林
土

木
史
編
集
委
員
会
」
と
共
催
で
、
さ
る
４
月
17
日
（
月
）

17
：
30
か
ら
神
戸
市
「
パ
レ
ス
神
戸
」
に
お
い
て
出
版
記

念
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
井
戸

敏
三
兵
庫
県
知
事
、
西
村
良
二
農
林
水
産
部
長
を
は
じ
め
、

本
誌
の
編
纂
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
120
名
の
方
々
の
参

加
を
得
て
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
初
に
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
西
川
貢
編

集
委
員
長
（
兵
庫
県
治

山
課
長
）
か
ら
出
版
経

緯
や
趣
旨
説
明
を
行
い
、

「
六
甲
の
治
山
」
の
ビ

デ
オ
放
映
や
協
会
出
版

物
等
の
展
示
を
し
ま
し

た
。

　

パ
ー
テ
ィ
で
は
、
谷

会
長
か
ら
出
版
に
あ
た

っ
て
の
お
礼
を
述
べ
、

井
戸
知
事
か
ら
来
賓
祝

辞
と
し
て
、
森
林
保
全
整
備
の
重
要
性
や
土
木
史
へ
の
期

待
、
更
に
は
本
年
度
か
ら
県
民
緑
税
に
よ
る
「
災
害
に
強

い
森
づ
く
り
」
の
展
開
な
ど
力
強
い
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
西
村
部
長
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
懇
親

を
進
め
、
長
期
に
わ
た
っ
た
土
木
史
編
纂
の
思
い
出
話
や

治
山
・
林
道
な
ど
森
林
土
木
事
業
で
の
苦
労
話
な
ど
話
題

が
盛
り
上
が
り
有
意
義
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、

当
協
会
の
白
谷
副
会
長
（
宍
粟
市
長
）
か
ら
、
出
席
を

頂
い
た
方
へ
の
お
礼
と

協
会
へ
の
今
後
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
パ
ー
テ
ィ
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

末
筆
な
が
ら
、
永
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
「
兵

庫
の
森
林
土
木
史
」
が

多
く
の
方
々
の
ご
協
力

の
も
と
に
発
刊
で
き
ま

し
た
こ
と
に
、
衷
心
よ

り
お
礼
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

▲西川編集委員長（治山課長）

▲会長と知事

▲会長挨拶

▲白谷副会長閉会の挨拶



「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

開
設
の
ご
協
力
に
つ
い
て（
お
願
い
）

第20号 （18）兵庫の治山・林道と森林整備

　

㈳
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会

で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開

設
（
６
月
中
に
オ
ー
プ
ン
予

定
）
を
契
機
に
、
兵
庫
県
内

の
森
林
・
林
業
に
関
連
し
た

写
真
等
を
広
く
収
集
し
、
分

類
・
整
理
し
て
協
会
の
普
及

啓
発
活
動
に
利
用
す
る
と
と

も
に
、
森
林
・
林
業
関
係
者

を
は
じ
め
多
く
の
方
に
活
用

し
て
頂
け
る
デ
ジ
タ
ル
「
フ
ォ
レ
ス
ト
・
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
」
開
設
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
項
目
に
関
連
し
た
写
真
等
の
資

料
提
供
に
つ
い
て
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

１　

提
供
を
お
願
い
す
る
写
真
等
と
は

　

写
真
プ
リ
ン
ト
（
ポ
ジ
及
び
ネ
ガ
で
も
可―

ポ
ジ
・

ネ
ガ
の
フ
ィ
ル
ム
の
場
合
は
原
本
を
お
返
し
し
ま
す
）

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｏ

な
ど
）

２　

写
真
の
内
容

◦
美
林
（
人
工
林
、
天
然
林
、
針
葉
樹
林
、
広
葉
樹
林
、

針
広
混
交
林
、
複
層
林
な
ど
）

◦
四
季
の
表
情
を
示
す
森
、
山
、
草
原
（
新
緑
、
紅
葉
、

雪
の
冬
景
色
等
）

◦
巨
樹
・
巨
木
、
渓
流
、
滝
、
キ
ノ
コ
、
森
の
動
植
物

◦
森
林
の
施
業
写
真
等

　

林
業
種
苗
生
産
、
地
拵
え
、
植
栽
、
下
刈
り
、
枝
打

ち
、
除
間
伐
、
伐
採
、
搬
出
、
高
性
能
林
業
機
械
の

作
業
等

◦
森
林
被
害
・
森
林
荒
廃
写
真
な
ど

　

松
食
い
虫
、
鹿
・
猪
等
の
獣
害
、
山
火
事
、
風
倒
木
、

雪
害
、
竹
林
の
拡
大
、
林
地
や
渓
流
崩
壊
、
不
法
投

棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
、
手
入
れ
不
足
等
の
荒
廃
森
林
（
人

工
林
、
雑
木
林
）
林
道
の
災
害
写
真

◦
森
林
利
用
施
設
・
森
林
保
全
施
設
の
写
真

　

治
山
施
設
、
林
道
・
作
業
道
・
遊
歩
道
、
森
林
公
園
、

生
活
環
境
保
全
林
、
里
山
林
整
備
地
、
管
理
施
設
、

木
製
施
設
等

◦
そ
の
他　

森
づ
く
り
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
、
過

去
の
貴
重
な
写
真
等

３　

ご
協
力
頂
く
方
へ
の
お
願
い

　

大
変
恐
縮
で
す
が
、
無
償
で
の
ご
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
当
協
会
の
有
償
出
版
物
等
に
利
用
さ
せ

て
頂
く
場
合
は
、
提
供
者
の
表
示
或
い
は
事
前
了
解
等

を
と
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
記
載
願
い
ま
す
。

◎
写
真
等
提
供
者
の
情
報

氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
、
Ｅ
メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス

◎
提
供
写
真
の
情
報

　
（
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
内
で
結
構
で
す
）

写
真
等
撮
影
者
、
撮
影
年
月
日
、
撮
影
場
所
、
写
真

の
簡
単
な
説
明　

な
ど

◎
そ
の
他
、
提
供
に
当
た
っ
て
の
ご
要
望
・
条
件
等

▲日本鹿▲サラサドウダン ▲複層林

▲人工林 ▲タニウツギ ▲音水渓谷（ミズナラ林）

▲美林
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兵
庫
の
き
の
こ（
８
）

丹
波
県
民
局
地
域
振
興
部
柏
原
農
林
振
興
事
務
所
治
山
課
長　

正
井
俊
郎

16
、
ヒ
ダ
ナ
シ
タ
ケ
類

　

ヒ
ダ
ナ
シ
タ
ケ
類
は
、
担
子
菌
類
の
中
で
、
マ
ツ
タ
ケ

や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
ハ
ラ
タ
ケ
類
、
サ
ン
コ
タ
ケ
な
ど
の

腹
菌
類
、
柔
ら
か
く
て
弾
力
の
あ
る
キ
ク
ラ
ゲ
類
を
除
い

た
様
々
な
キ
ノ
コ
の
寄
せ
集
め
と
言
え
ま
す
。
形
も
変
化

に
富
み
、
キ
ノ
コ
形
、
漏
斗
状
、
ラ
ッ
パ
状
、
円
柱
状
、

こ
ん
棒
状
、
樹
枝
状
、
レ
タ
ス
状
、
塊
状
、
パ
ッ
チ
状
、

無
柄
で
幹
や
枝
に
側
生
す
る
も
の
、
幹
や
枝
の
表
面
に
膏

薬
の
よ
う
に
平
た
く
広
が
る
も
の
な
ど
色
々
で
す
。
胞
子

の
で
き
る
子
実
層
面
も
、
ひ
だ
状
、
う
ね
状
、
管
孔
状
、

迷
路
状
、
し
わ
状
、
薄
歯
状
、
針
状
、
い
ぼ
状
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

ト
キ
イ
ロ
ラ
ッ
パ
タ
ケ
な
ど
の
ア
ン
ズ
タ
ケ
科
、
ナ
ギ

ナ
タ
タ
ケ
な
ど
の
シ
ロ
ソ
ウ
メ
ン
タ
ケ
科
、
ハ
ナ
ホ
ウ
キ

タ
ケ
な
ど
の
ホ
ウ
キ
タ
ケ
科
、
ウ
ス
タ
ケ
な
ど
の
ラ
ッ
パ

タ
ケ
科
、
カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
科
、
ヤ
マ
ブ
シ
タ
ケ
な
ど
の
サ

ン
ゴ
ハ
リ
タ
ケ
科
の
キ
ノ
コ
は
柔
ら
か
く
、
壊
れ
や
す
い

子
実
体
を
持
ち
ま
す
。

　

一
方
、
ヒ
イ
ロ
ハ
リ
タ
ケ
な
ど
の
コ
ウ
ヤ
ク
タ
ケ
科
、

チ
ャ
ウ
ロ
コ
タ
ケ
な
ど
の
ウ
ロ
コ
タ
ケ
科
、
カ
ワ
ラ
タ
ケ

や
ヒ
ト
ク
チ
タ
ケ
、
ヒ
イ
ロ

タ
ケ
な
ど
の
サ
ル
ノ
コ
シ
カ

ケ
科
、
マ
ゴ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど

の
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
科
、
ネ
ン

ド
タ
ケ
な
ど
の
タ
バ
コ
ウ
ロ

コ
タ
ケ
科
の
キ
ノ
コ
は
硬
質

菌
と
呼
ば
れ
、
硬
く
て
壊
れ

に
く
く
、
顕
微
鏡
で
調
べ
る

と
、
多
く
の
キ
ノ
コ
が
ハ
ラ

タ
ケ
類
の
菌
糸
と
同
様
の
原

菌
糸
の
ほ
か
、
壁
が
厚
く
て

固
い
骨
格
菌
糸
や
枝
分
か
れ

し
た
形
で
菌
糸
を
絡
め
結
び
つ
け
る
役
割
の
結
合
菌
糸
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

生
態
的
に
は
カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
科
、
サ
ン
ゴ
ハ
リ
タ
ケ

科
、
コ
ウ
ヤ
ク
タ
ケ
科
、
ウ
ロ
コ
タ
ケ
科
、
サ
ル
ノ
コ
シ

カ
ケ
科
、
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
科
、
タ
バ
コ
ウ
ロ
コ
タ
ケ
科
の

キ
ノ
コ
は
木
材
腐
朽
菌
で
、
ア
ン
ズ
タ
ケ
科
、
シ
ロ
ソ
ウ

メ
ン
タ
ケ
科
、
ホ
ウ
キ
タ
ケ
科
、
ラ
ッ
パ
タ
ケ
科
の
キ
ノ

コ
は
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
地
上
生
の
落
葉
分
解
菌
や
菌
根

菌
で
す
。

ホウキタケの仲間（ホウキタケ科）
ホウキタケ科には数十種類のキノコがあり、同
定が困難なものが多い。下痢などの中毒症状を
引き起こすものも多く、注意が必要。

ウスタケ（ラッパタケ科）
夏～秋にモミ林に群生し、ときに菌輪をつくる。
図鑑によっては食用と書かれているが、嘔吐、
下痢などの中毒を起こす。

カンゾウタケ（カンゾウタケ科）
初夏と秋にシイの大木の根ぎわに発生する。酸
味があるが、欧米ではビーフステーキマッシュ
ルームと呼ばれ、食用にされている。

ヒラフスベ（サルノコシカケ科）
夏～秋に広葉樹の枯れ木などに発生する。こぶ
状のキノコで、担子胞子をつくらず、こぶの中
に褐色粉状の分生子ができる。

ヒトクチタケ（サルノコシカケ科）
枯れて間もないアカマツの幹上に発生する。干
魚のような悪臭で、種々の甲虫を体内に誘い込
み、胞子を散布させるようだ。

ヒイロタケ（サルノコシカケ科）
主として広葉樹の枯れ木、倒木に発生する。日
が良く当たり乾燥した場所に多い。裏側を触る
と赤い粉が手に付く。

＊ホームページ「Mushyのキノコ写真ギャラリー」
　http://www5b.biglobe.ne.jp/~tmasai/indexj.html もご覧下さい。



「やまなみ」には森
も り

林にやさしい再生紙を使用しています。

協 会 だ よ り

やまなみ 第20号　平成18年₆月30日発行　社団法人兵庫県治山林道協会
神戸市中央区北長狭通5丁目5−18　TEL（078）371−0210　FAX（078）371−6632

編集責任者　中 野 一 郎　　　　印刷所　創文社

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
予
定
に
つ
い
て

　

当
協
会
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
ほ
か
一
部
の
方

に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
頂
く
た
め
、
昨
年
末
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
６
月
中
に
立
ち
上
げ
、

協
会
の
新
年
度
（
平
成
18
年
度
）
に
入
る
７
月
か
ら
オ
ー
プ
ン

す
る
予
定
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

内
容
と
し
て
は
、「
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
イ
ベ
ン
ト
案
内
」「
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」「
資
料
の
ペ
ー
ジ
」
と

し
、「
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
イ
ベ
ン
ト
案
内
」
で
は
、
協
会
の
主
催

す
る
行
事
や
そ
の
他
関
連
行
事
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
載
せ
る
こ
と

と
し
、「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
協
会
発
刊
の
書
籍
・

ビ
デ
オ
や
土
石
流
実
験
装
置
な
ど
の
普
及
啓
発
装
置
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」
で
は
協
会
の
概
要
を
掲
載
す

る
と
と
も
に
、
今
後
、
年
度
事
業
計
画
等
も
入
れ
て
い
く
予
定

で
す
。

　
「
資
料
の
ペ
ー
ジ
」
で
は
、
現
在
、
協
会
の
機
関
誌
「
や
ま

な
み
」
の
既
刊
号
と
「
兵
庫
の
巨
樹
・
巨
木
」
を
載
せ
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
森
林
の
役
割
や
ひ
ょ
う
ご
の
里
山
林
な
ど
各
種

資
料
を
ま
と
め
充
実
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
出

来
る
だ
け
新
し
い
情
報
を
掲
載
し
多
く
の
方
に
役
立
つ
豊
富
な

内
容
と
し
た
い
の
で
、
ア
ク
セ
ス
し
て
頂
き
、
ご
意
見
・
ご
指

導
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
ご
協
力

頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

http://w
w
w
.chisanrindou.jp/index.htm

l

◎
林
業
団
体
の
総
会
等
の
お
知
ら
せ

７
月
25
日
㈫　

於
：
兵
庫
県
林
業
会
館　

４
Ｆ　

401
号
室

　

10
時
30
分
～
：
㈳
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会　

理
事
会

　

13
時
～　
　

：
兵
庫
県
公
有
林
野
協
議
会　

理
事
会

８
月
４
日
㈮　

於
：
兵
庫
県
農
業
共
済
会
館　

７
Ｆ

大
会
議
室　

ほ
か

　

10
時
30
分
～
：
㈳
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会　

通
常
総
会

　

13
時
～　
　

：
兵
庫
県
公
有
林
野
協
議
会　

通
常
総
会

　

14
時
～　
　

：
兵
庫
県
緑
資
源
造
林
協
議
会　

通
常
総
代
会

８
月
24
日
㈭　

於
：
パ
レ
ス
神
戸　

２
Ｆ　

大
会
議
室

　

10
時
30
分
～
：
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会　

通
常
総
会

　

13
時
～　
　

：
兵
庫
県
林
業
種
苗
協
同
組
合　

通
常
総
会

（
注
）
場
所
・
時
間
等
の
詳
細
は
、
各
団
体
か
ら
追
っ
て
通

知
し
ま
す
。

編

集

後

記

グリーンマーク

　

県
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
県
民
緑
税
」
が
導
入
さ
れ
、「
災

害
に
強
い
森
づ
く
り
」
を
目
指
す
森
林
整
備
や
都
市
地
域
の
「
県

民
ま
ち
な
み
緑
化
」
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
県
民
の

ご
協
力
の
も
と
に
「
緑
」
の
保
全
・
再
生
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
森
林
・
林
業
関
係
団
体
に
と
っ
て
永
年
の
要
請
で

あ
り
、
こ
の
度
の
実
現
に
衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る

し
だ
い
で
す
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
森
林
へ
の
県
民
の
関
心
と
理
解
が
更
に
深
ま

る
と
と
も
に
、
森
林
の
保
全
・
整
備
が
進
み
、
今
後
も
多
様
な
森

づ
く
り
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
国
で
は
公
益
法
人
改
革
が
進
め
ら
れ
、
今
後
、
制
度
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
団
体
に
と
っ
て
、
厳
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、
公
益
性
の
高
い
事

業
を
展
開
し
、
健
全
な
協
会
運
営
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
協
会
か
ら
の
情
報
提
供
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
や
ま

な
み
」
等
の
配
布
冊
子
と
新
た
に
開
設
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
効
果
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
「
や
ま
な
み
21
号
」
は
平
成
19
年
新
春
の
発
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
適
時
掲
載
で
き
ま
す
の
で
、

会
員
市
町
・
森
林
組
合
等
の
Ｐ
Ｒ
や
森
林
・
林
業
関
係
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎「
第
44
回
あ
し
や
山
ま
つ
り
」に
出
展

　

今
年
も
、
５
月
21
日
（
日
）
に
芦
屋
市
奥
池
・
遊
び
の
広
場

で
「
あ
し
や
山
ま
つ
り
」
が
晴
天
の
な
か
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
約
１
、４
０
０
名
に
お
よ
び
、
記
念
ハ
イ
キ

ン
グ
や
よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、
広
場
で
は

フ
リ
ー
マ
ッ
ケ
ッ
ト
等
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

阪
神
南
県
民
局
が
「
森
の
学
習
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ら
れ
、

六
甲
山
の
歴
史
や
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

さ
れ
た
の
に
併
せ
、
当
協
会
も
土
石
流
実
験
装
置
、
降
雨
体
験

装
置
と
３
次
元
立
体
映
像
装
置
（
わ
ぁ
ー
土
石
流
だ
�
）
を
出

展
し
、
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
、
雨
量
強
度
の
違
い
な
ど
を
視

覚
的
に
訴
え
、
防
災
の
取
組
や
治
山
施
設
の
効
果
等
に
つ
い
て

の
普
及
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

▲HPトップページ

▲降雨体験装置実演

▲土石流事件装置実演


